
基本 教育

所　　

を

属 706000 野尻分

充

室（教育部） 会　計 1

実

一般会計

科　目 090

し

401 教育費・幼稚園

ま

費・幼稚園費

事　業 0

す

10400 幼稚園運営

【

管理事業費(野尻)

野

方

尻幼稚園の管理運営を

施

針

行う。用務員（兼任）

】

の配置や学校環境衛生

１

検査や遊具点検を行い

就

、安全な教育環境

及び

学

執務環境の整備・維持

前

管理を行うことで、安

教

心して園生活を送れる

育

状況を維持できるよう

と

にする。

質の高い教育

学

を提供できるよう研修

策

校

等に積極的に参加し、

教

全教諭が共有できるよ

育

うにする。

事業概要 公

の

立幼稚園・保育園合同

推

行事や家庭教育学級を

進

活用して、小学校入学

と

に向けての連携を図る

充

。

施設等の検査や点検

実

の結果を受け、随時職員による自己点検を行

３

い懸案箇所を解消していく。

期間目標 安全で過ごしやすい環境に整えることで、安心して園生活を送れる状態を維持する。

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 2,163

－

2,163

令和 4年度実績 0 0 0 1 2,195 2,196

成果指標名 入園児の数 単位 人

計画 25 計画 10
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 4

実績 10 実績 5

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年

１

度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

4月入園者は4名で途中入園1名（兄弟児）計5名であった。
実　績

令和5年度までで閉園という

　

ことを見込んで公に募集を行わなかったため。
理　由

少ない人数ながらも、安全で充実した園生活が送れるよう環境整備を行う。
今後の取組

学校
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基本 教

委

託業務に含め連携を強化を図り、配置する各小・中学校の学校図書館の整備充実及び活性化を図る。

事業概要

学校図書館の教育機能を高め、児童生徒の豊かな心と主体的に学ぶ

所

力を育成する。

期間目

　

標

国庫支出金 県支出金

育

　

地方債 その他 一般財源

属

事業費計 （千円）

令和

7

 3年度実績 0 0 0 7

0

99 14,052 14

0

,851

令和 4年度

5

実績 0 0 0 0 16,2

0

55 16,255

成果

0

指標名 児童1人当たり

学

平均貸出冊数 単位 冊/

校

年

計画 105 計画 10

を

教

7
令和 3年度 令和 

育

4年度 令和 5年度計

課

画 109
実績 116.

会

70 実績 107.70

　

成果指標名 生徒1人当

計

たり平均貸出冊数 単位

1

冊/年

計画 32 計画 3

一

3
令和 3年度 令和 

般

4年度 令和 5年度計

会

画 34
実績 34.80

充

計

実績 24.30

活動指

科

標名 単位

計画 0 計画 0

　

令和 3年度 令和 4

目

年度 令和 5年度計画

0

0
実績 0 実績 0

学校図

9

書館支援センターと学

0

校図書館協力員が連携

1

して、学校図書館環境

0

の充実を図ることがで

2

き、学習セン
実　績

タ

実

教

ー機能として取組も見

育

られた。しかし、児童

費

・生徒の読書量は減少

・

している。

コロナの影

教

響により、欠席者の増

育

加、学校図書館の休館

総

及び読書活動等のイベ

務

ント中止があり、図書

費

を借りる
理　由

機会が

・

減少したため。

学校図

し

事

書館支援センターと学

務

校図書館協力員がより

局

一層連携を深めながら

費

、学校図書館の整備・

事

充実を図って
今後の取

　

組
いく。

業 030

ま

100 過小規模校等教

す

育充実事業費(共通)

【

児童生徒数の減少や学

方

校の小規模化傾向の中

施

針

で、豊かな自然環境や

】

伝統文化等、地域の素

２

材を活かした特色あ

る

学

教育活動を行うことに

力

より、小規模学校教育

向

の充実・発展を図る。

上

また、複式学級を有す

の

る小学校では、１

人の

推

担任が２学年を同時に

進

教える複式指導を実施

策

しているため、非常勤講師を配置し、個に応じた指導やチー

事業概要 ムによる指導等を充実させる。

【非常勤講師配置校】

幸ヶ丘小学校、須木小学校

集合交流学習等を通して、小規模校の良さを活かした教育活動の在り方に

３

ついて研究を深め、充実・発展を図

期間目標 る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 8,517 8,517

令和 4年度実績 0 0 0 0 6,017 6,017

活動指標名 集合

－

交流学習 単位 校

計画 7 計画 7
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 7

実績 7 実績 7

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

成果指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令

１

和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

幸ヶ丘小学校、須木小学校、須木中学校が共同で地域を生かした集合学習や交流研究等を行った。
実　績

概ね計画どおりに実施できている。
理　由

引き続き、幸ヶ丘小学校、須木

　

小学校、須木中学校が共同で研究を行いながら、小規模校ならではの特色ある
今後の取組

学校づくりを推進していく。

学

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費・教育総務費・事務局費

事　業 050100 学校図書館教育推進事業費(共

校

通)

学校図書館支援センターを設置し、その運営業務を専門的知識や専門的技術を有する市立図書館の指定管理者

（NPO法人　小林図書の森とらいくる）に委託する。なお、学校図書館協力員は学校図書館支援センターの
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基本 教

和 4年度実績 0 0 0 0 85 85

活動指標名 正しい握り方の定着（１年生） 単位 %

計画 90 計画 90
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 95

実績 77.30 実績 72.2

所

0

活動指標名 正しい握

　

り方の定着（２年生）

育

　

単位 %

計画 100 計画

属

100
令和 3年度 令

7

和 4年度 令和 5年

0

度計画 100
実績 73

0

.20 実績 61.90

5

活動指標名 単位

計画 0

0

計画 0
令和 3年度 令

0

和 4年度 令和 5年

学

度計画 0
実績 0 実績 0

校

学校単位では100％

を

教

の学校もあるが、定着

育

状況の低い学校もある

課

。
実　績

就学前に握り

会

方の癖がついている児

　

童がいる。一度ついた

計

癖を直すことに時間が

1

かかる。
理　由

継続指

一

導の実施。学校の学習

般

時間はもとより、家庭

会

学習においても指導を

充

計

行う。
今後の取組

科　目 090102

実

教育費・教育総務費・

し

事務局費

事　業 070

ま

100 小中一貫教育事

す

業費(共通)

「小中一

【

貫教育モデル校」とし

方

て、中学校区を研究指

施

針

定し、「知・徳・体・

】

食」のいずれかのテー

２

マによる具

体的な研究

学

を行い、成果について

力

公開する。

また、小中

向

校合同研修会を通して

上

、課題の共有化と共通

の

理解に基づいた系統性

推

・一貫性のある教育活

進

動の充実

事業概要 を図

策

る。

中一ギャップの解消や学力向上及び人間力向上を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 115 115

令和 4年度実績 0 0 0 0 138 138

成果指標名 小

３

中一貫モデル校 単位 校

計画 5 計画 5
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 5

実績 5 実績 6

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3

－

年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

小林中学校区及び西小林中学校区において、知育に関して小中一貫による教育活動の充実を図った。
実　績

概ね計画どおりに実施できている。
理　由

今後も、必要に応じて

１

モデル校区を指定し、小中一貫教育の研究及び推進を図っていく。
今後の取組

　

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費・教育総務費・事務局費

事　業 120100 小林っ子スキルアップ事業費(共通)

小学校１年生の入学時に、鉛筆の

学

持ち方グリップ等を配布し、授業はもとより、家庭学習等においてグリップ

等を活用し、正しい鉛筆の握り方を定着を図る。また、年５回学校においてアンケートを実施し定着状況を把

握する。

事業概要

小林市の基本を大切

校

にする教育を振り返り、生まれ育った郷土への感謝と愛情を感じ、ふるさとへ貢献したい

期間目標 という気持ちにつなげる。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 42 42

令

171 171

171 事務事業評価書 171



基本 教

づき各学

校に予算を配分して、実施する。

事業概要

児童が安心して安全に学校生活を送ることができるようにする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （

所

千円）

令和 3年度実

　

績 0 0 0 0 12,36

育

　

1 12,361

令和 

属

4年度実績 0 0 0 0 1

7

2,265 12,26

0

5

活動指標名 単位

計画

0

0 計画 0
令和 3年度

5

令和 4年度 令和 5

0

年度計画 0
実績 0 実績

0

0

活動指標名 単位

計画

学

0 計画 0
令和 3年度

校

令和 4年度 令和 5

を

教

年度計画 0
実績 0 実績

育

0

活動指標名 単位

計画

課

0 計画 0
令和 3年度

会

令和 4年度 令和 5

　

年度計画 0
実績 0 実績

計

0

各学校の事業計画（

1

予算要求）に基づき予

一

算を配当し、学校環境

般

・教育環境の整備及び

会

充実を図った。印刷機

充

計

実　績
器の一元化等に

科

より、効率的な予算の

　

活用を行った。 

概ね

目

計画どおりに実施でき

0

ている。
理　由

引き続

9

き、各学校に予算を配

0

当し、学校環境・教育

1

環境の整備及び充実を

0

図っていく。
今後の取

3

組

実

教育費・教育総務費・

し

教育研究費

事　業 01

ま

0100 教育研究事業

す

費(共通)

小林市教育

【

研究センターにおける

方

専門的かつ技術的教育

施

針

内容の研究や授業論文

】

の募集・表彰、校内研

２

修及び教

科研究会への

学

大学講師等の派遣など

力

、様々な角度から学校

向

の教育力を向上させる

上

ための研究・研修を実

の

施する

。

事業概要 ・校

推

内研修充実事業　90

進

千円

・授業力向上推進

策

事業　55千円

教職員の資質向上及び研修意欲の向上を図り、市全体の教育力を高める。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,350 1,350

令和 4年度実

３

績 0 0 0 0 1,580 1,580

成果指標名 研究論文応募者数 単位 人

計画 40 計画 40
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 40

実績 47 実績 43

成果指標名 発表会参加者数 単位 人

計画 340 計画 340
令和 3年度

－

令和 4年度 令和 5年度計画 340
実績 310 実績 293

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

教育研究センターの設置、映像論文の募集、発表会の開催により、教職員

１

の資質・研修意欲の向上を図った。
実　績

論文応募者数は映像論文のみにしぼって募集を行った結果目標値を越え、多くの応募があった。また、発表会
理　由

は文化会館にて実施したが、コロナ禍の影響により参加者が計画

　

より下回った。

教職員の働き方改革のため、論文の募集を映像論文のみにし、教職員の負担軽減を図りつつ、市全体の教育力
今後の取組

を高め、学力向上等に繋げていく。教員の授業力向上に資するため、論文内容を研修等

学

で活用する。

所　　属 700500 学校教育課 会

校

　計 1 一般会計

科　目 090201 教育費・小学校費・学校管理費

事　業 030200 小学校管理費（配分経費）(小林)

学校環境・教育環境の整備、充実及び維持管理を図るため、各学校の事業計画書（予算要求書）に基
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基本 教

年度計画 0
実績 0 実績 0

安全な執務環境・教育環境の整備と維持管理ができた。予算執行については適切な執行となった。
実　績

経費節減に努め、計画に沿った支出であったため

所

。
理　由

統合により、

　

学校と学校教育課との

育

　

連携をさらに図ってい

属

く。
今後の取組

705000 須木

を

分室（教育部） 会　計

充

1 一般会計

科　目 09

実

0201 教育費・小学

し

校費・学校管理費

事　

ま

業 030300 小学校

す

管理費（配分経費）(

【

須木)

　児童が安心し

方

て学校生活を送るため

施

針

に、危険箇所等の修繕

】

を実施し、学校の安全

２

を確保する。

　学習環

学

境の整備や校内環境を

力

美化し、学校運営の効

向

率化を行う。

事業概要

上

　児童の学習環境を向

の

上する。

期間目標 　児

推

童の学習意欲を向上さ

進

せ、教育活動をより効

策

果の高いものにする。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 979 979

令和 4年度実績 0 0 0 0 579 579

活動指標名 予算執行率 単位 ％

計画 95 計画 95
令和 3年度

３

令和 4年度 令和 5年度計画 95
実績 95.50 実績 65.70

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年

－

度計画 0
実績 0 実績 0

予算執行率が目標値を下回った。
実　績

需用費の予算残額が執行率を引き下げた。
理　由

学校教育課へ統合し効率化を図る。
今後の取組

１

所　　属 706000 野尻分室（教育部） 会　計 1 一般会計

科　目 090201 教育費・小学校費・学校管理費

事

　

　業 030400 小学校管理費（配分経費）(野尻)

野尻地区内小学校の円滑な管理運営を図るため、適切な予算を配分し、教育環境及び執務環境の整備・維持管

理を行う。

事業概要

児童が「安全」で「安心」して学校生活

学

を送ることができる。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,469 3,469

令和 4年度実績 0 0 0 0 3,255 3,255

活動指標名 単位 %

計画 96 計画 0

校

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 90.20 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5
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基本 教

和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

予算執行率が目標値を下回った。
実　績

需用費の予算残額が執行率を引き下げた。
理　由

学校教育課へ統合し効率化を図

所

る。
今後の取組

　

育

　属 700500 学校

を

教育課 会　計 1 一般会

充

計

科　目 090202

実

教育費・小学校費・教

し

育振興費

事　業 020

ま

200 小学校教育振興

す

費（配分経費）(小林

【

)

児童の学力向上を図

方

るため、各学校の事業

施

針

計画書（予算要求書）

】

に基づき各学校に予算

２

を配分して実施する。

学

事業概要

知・徳・体・

力

食のバランスのとれた

向

児童の「生きる力」を

上

育む。

期間目標

国庫支

の

出金 県支出金 地方債 そ

推

の他 一般財源 事業費計

進

（千円）

令和 3年度

策

実績 0 0 0 0 16,379 16,379

令和 4年度実績 0 0 0 0 15,194 15,194

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年

３

度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

各学校の事業計画（予算要求）に基づき予算を配当し、児童の学力向上を図った。
実

－

　績

概ね計画どおりに実施できている。
理　由

引き続き、各学校に予算を配当し、児童の学力向上を図っていく。
今後の取組

１

所　　属 705000 須木分室（教育部） 会　計 1 一般会計

科　目 090202 教育費・小学校費・教育振興費

事　業 020300 小学校教育振興

　

費（配分経費）(須木)

　外部講師を活用した授業の継続に努め、児童の学習への意欲向上を図る。

　消耗品・備品の整備を適宜行っていく。

事業概要

　学校及び地域の特色の特色を生かした教育課程を編成し、小中一貫教

学

育による９年間を見通した指導を行う

期間目標 。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,269 1,269

令和 4年度実績 0 0 0 0 953 953

活動指標名 予算執行率 単

校

位 ％

計画 95 計画 95
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 95

実績 98.40 実績 82.20

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令
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基本 教

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

市内各学校において新たに需要が生じた教師用教科書、教師用指導書、準拠教材、デジタル教科書を整備

所

した
実　績

。

必要数を

　

精査しながら、学校ご

育

　

との状況に応じて整備

属

することができた。
理

7

　由

教科書採択年度後

0

に整備すべき教材等を

6

精査のうえ、必要に応

0

じて整備を図り、児童

0

の学習を円滑に進めて

0

い
今後の取組

く。

野尻

を

分室（教育部） 会　計

充

1 一般会計

科　目 09

実

0202 教育費・小学

し

校費・教育振興費

事　

ま

業 020400 小学校

す

教育振興費（配分経費

【

）(野尻)

各学校の事

方

業計画に基づき、予算

施

針

を配分し学校教育の充

】

実を図る。

事業概要

各

２

学校が事業計画を達成

学

し、特色ある学校づく

力

りができる。

期間目標

向

国庫支出金 県支出金 地

上

方債 その他 一般財源 事

の

業費計 （千円）

令和 

推

3年度実績 0 0 0 0 4

進

,232 4,232

令

策

和 4年度実績 0 0 0 0 3,755 3,755

活動指標名 単位 %

計画 99 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 99.50 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画

３

0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

概ね計画どおりの事業が実施できた。それに伴い計画的、適切な予算執行となった。
実　績

新型コロナ感染症も治まり

－

つつある傾向にあり、通常に近い事業ができたため。
理　由

統合により、学校と学校教育課との連携をさらに図っていく。
今後の取組

１

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090202 教育費・小学校費・教育振興費

事　業 050100 小学校教育振興

　

費（臨時）(共通)

学級数の増や学習環境充実のために必要となる教科書・指導書・デジタル教科書・準拠教材について、学校の

要望を踏まえながら、教育委員会事務局で購入、支給した。

 

事業概要

教科書・指導書・デジ

学

タル教科書・準拠教材を購入し支給する事ことで、児童の学習を円滑に進める。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 133 8,563 8,696

令和 4年度実績 0

校

0 0 0 7,070 7,070

成果指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位
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基本 教

画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

予算執行率が目標値を下回ったが、全体的には学校運営に支障を来さな

所

い範囲で執行できた。

　

実　績

需用費の予算残

育

　

額が、執行率を引き下

属

げた。
理　由

学校教育

7

課へ統合し効率化を図

0

る。
今後の取組

0500 学校

を

教育課 会　計 1 一般会

充

計

科　目 090301

実

教育費・中学校費・学

し

校管理費

事　業 020

ま

200 中学校管理費（

す

配分経費）(小林)

学

【

校環境・教育環境の整

方

備、充実及び維持管理

施

針

を図るため、各学校の

】

事業計画書（予算要求

２

書）に基づき各学

校に

学

予算を配分して実施す

力

る。

事業概要

生徒が安

向

心して安全に学校生活

上

を送ることができるよ

の

うにする。

期間目標

国

推

庫支出金 県支出金 地方

進

債 その他 一般財源 事業

策

費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 10,212 10,212

令和 4年度実績 0 0 0 0 9,135 9,135

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計

３

画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

各学校の事業計画（予算要求）に基づき予算を配当し、学校環

－

境・教育環境の整備及び充実を図った。 
実　績

概ね計画どおりに実施できている。
理　由

引き続き、各学校に予算を配当し、学校環境・教育環境の整備及び充実を図っていく。
今後の取組

１

所　　属 705000 須木分室（教育部） 会　計 1 一般会計

科　目 090301 教

　

育費・中学校費・学校管理費

事　業 020300 中学校管理費（配分経費）(須木)

　老朽化している校内の修繕箇所を整備する。

　老朽化している備品の購入や経年劣化している備品等の整理を進める。

事業概要

　教育環

学

境を整備し、本校の経営ビジョンである「知・徳・体・食」の調和のとれた生徒の育成を目指す。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 974 974

令和 4年度実

校

績 0 0 0 0 863 863

活動指標名 予算執行率 単位 ％

計画 95 計画 95
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 95

実績 86.10 実績 78.50

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計
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基本 教

画 0
実績 0 実績 0

各学校の事業計画（予算要求）に基づき予算を配当し、生徒の学力向上を図った。
実　績

概ね計画どおりに実施できている。
理　由

引き続き、各学校に予算を配

所

当し、生徒の学力向上

　

を図っていく。
今後の

育

　

取組

属 706000 野尻

を

分室（教育部） 会　計

充

1 一般会計

科　目 09

実

0301 教育費・中学

し

校費・学校管理費

事　

ま

業 020400 中学校

す

管理費（配分経費）(

【

野尻)

野尻地区内中学

方

校の円滑な管理運営を

施

針

図るため、適切な予算

】

を配分し、教育環境及

２

び執務環境の整備・維

学

持管

理を行う。

事業概

力

要

生徒が「安全」で「

向

安心」して学校生活を

上

送ることができる。

期

の

間目標

国庫支出金 県支

推

出金 地方債 その他 一般

進

財源 事業費計 （千円）

策

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,220 3,220

令和 4年度実績 0 0 0 0 3,135 3,135

活動指標名 単位 %

計画 96 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 90.60 実績 0

活動指標名 単位

計画 0

３

計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

安全な執務環境・教育環境の整備と維持管理ができた。予算執行に

－

ついては適切な執行となった。
実　績

経費節減に努め、計画に沿った支出であったため。
理　由

統合により、学校と学校教育課との連携をさらに図っていく。
今後の取組

１

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090302 教育費・中学校費・教育振興費

　

事　業 020200 中学校教育振興費（配分経費）(小林)

生徒の学力向上を図るため、各学校の事業計画書（予算要求書）に基づき各学校に予算を配分して実施する。

事業概要

知・徳・体・食のバランスのとれた生徒の「

学

生きる力」を育む。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 13,972 13,972

令和 4年度実績 0 0 0 0 13,379 13,379

活動指標名 単位

計画 0 計画

校

0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計
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基本 教

0 実績 0

概ね計画どおりの事業が実施できた。それに伴い計画的、適切な予算執行となった。
実　績

新型コロナ感染症も治まりつつある傾向にあり、通常に近い事業ができたため

所

。
理　由

統合により、

　

学校と学校教育課との

育

　

連携をさらに図ってい

属

く。
今後の取組

705000 須木

を

分室（教育部） 会　計

充

1 一般会計

科　目 09

実

0302 教育費・中学

し

校費・教育振興費

事　

ま

業 020300 中学校

す

教育振興費（配分経費

【

）(須木)

　外部講師

方

による授業を行い、校

施

針

外の人々と交流する。

】

　授業で必要な教材備

２

品を計画的に購入する

学

。

　図書室の本の購入

力

を計画的に行う。

事業

向

概要

　教材備品を充実

上

し、生徒の興味関心を

の

高め、学力向上を図る

推

。

期間目標 　図書室を

進

充実し、生徒の読書量

策

を増やし、豊かな心の育成につなげる。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,143 1,143

令和 4年度実績 0 0 0 0 950 950

活動指標名 予算執行率 単位 ％

計画

３

95 計画 95
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 95

実績 97.60 実績 92.80

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年

－

度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

予算執行が目標値を下回った。
実　績

需用費と報償費の予算残額が、執行率を引き下げた。
理　由

学校教育課へ統合し効率化を図る。
今後の取組

１

所　　属 706000 野尻分室（教育部） 会　計 1 一般会計

科　目 09030

　

2 教育費・中学校費・教育振興費

事　業 020400 中学校教育振興費（配分経費）(野尻)

各学校の事業計画に基づき、予算を配分し学校教育の充実を図る。

事業概要

各学校が事業計画を達成し、特色ある学校づくりがで

学

きる。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,251 3,251

令和 4年度実績 0 0 0 0 2,912 2,912

成果指標名 単位 %

計画 98 計画 0
令和 3年度 令

校

和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 99.20 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績
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基本 教

所　

育

　属 700500 学校

を

教育課 会　計 1 一般会

充

計

科　目 090302

実

教育費・中学校費・教

し

育振興費

事　業 050

ま

100 中学校教育振興

す

費（臨時）(共通)

学

【

級数の増や学習環境充

方

実のために必要となる

施

針

教科書・指導書・デジ

】

タル教科書・準拠教材

２

について、学校の

要望

学

を踏まえながら、教育

力

委員会事務局で購入、

向

支給した。

事業概要

教

上

科書・指導書・デジタ

の

ル教科書・準拠教材を

推

支給し教師が円滑に学

進

習を進めることで、生

策

徒の学力の定着を

期間目標 図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 67 16,966 17,033

令和 4年度実績 0 0 0 0 4,365 4,365

活動指標名 単位

計画 0 計

３

画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

－

計画 0
実績 0 実績 0

市内各学校において新たに需要が生じた教師用教科書、教師用指導書、準拠教材、デジタル教科書を整備した
実　績

。

必要数を精査しながら、学校ごとの状況に応じて整備することができた。
理　由

教科

１

書採択年度後に整備すべき教材等を精査のうえ、必要に応じて整備を図り、生徒の学習を円滑に進めてい
今後の取組

く。

　学校
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基本 教

児童生徒が置かれた環境へ働きかけたり、関係

機関とのネットワークを活用したりするなどして課題解決へ向けた取組を行う。また、児童生徒が身近に相談

事業概要 でき、学校や地域社会との連携を支援する「スクールアシ

育

スタント（ＳＡ）」（会計年度任用職員）を配置し

、児童生徒が抱

所

える悩みや問題の未然

　

防止、早期発見や早期

　

解決を図る。

R2年度

属

からＳＳＷ１名（学校

7

教育課）、ＳＡ１名（

0

小林中学校）

児童生徒

0

が抱える悩みや問題の

を

5

未然防止、早期発見や

0

早期解決を図り、児童

0

生徒が安心して学ぶこ

学

とのできる

期間目標 学

校

校生活を提供する。

国

教

庫支出金 県支出金 地方

育

債 その他 一般財源 事業

課

費計 （千円）

令和 3

会

年度実績 0 896 0 0

　

993 1,889

令和

充

計

 4年度実績 0 906

1

0 0 975 1,881

一

成果指標名 不登校率 単

般

位 %

計画 0.95 計画

会

1.02
令和 3年度

計

令和 4年度 令和 5

科

年度計画 0.99
実績

　

1.36 実績 1.61

目

活動指標名 単位

計画 0

0

計画 0
令和 3年度 令

実

9

和 4年度 令和 5年

0

度計画 0
実績 0 実績 0

1

活動指標名 単位

計画 0

0

計画 0
令和 3年度 令

2

和 4年度 令和 5年

教

度計画 0
実績 0 実績 0

育

SAの配置によって、

費

問題を抱える生徒たち

・

の精神的な落ち着きが

教

見られており、登校状

し

育

況の改善が見られた。

総

実　績
SSWは各団体

務

のパイプ役を担い、家

費

族・生徒たちに寄り添

・

う活動により登校状況

事

の改善につながった。

務

数字上の目標達成はで

局

きなかったが、SAの

費

悩み相談やSSWのき

事

め細やかな家庭訪問な

ま

　

どにより、不登校の未

業

然
理　由

防止や復帰の

0

成果は出ている。

関係

4

機関との連携を深め、

0

学校独自の取り組みを

1

支援しながら、SAや

0

SSWの効果的な活用

0

について検討を続け
今

適

後の取組
ていく。

応

す

指導教室運営事業費(

【

共通)

適応指導教室に

方

指導員（会計年度任用

施

針

職員）を配置し、学校

】

及び関係機関等と連携

３

を図りながら、通級児

こ

童生

徒に関する教育相

こ

談、適応指導、学習指

ろ

導等を行い、学校への

の

復帰を目指す。

R2年

教

度から常時２名配置

事

育

業概要 開級日及び時間

の

…市内小中学校の休業

策

推

日（夏季休業や学年末

進

休業等）を除いた日の

と

午前8時30分～正午

充

不登校児童生徒数の減

実

少

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 2,480 2,480

令和 4年度

３

実績 0 0 0 0 2,441 2,441

成果指標名 不登校の児童生徒数の減少 単位 人

計画 33 計画 32
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 31

実績 46 実績 54

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令

－

和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

指導員を４人確保し、常時２名体制を取れるよう指導体制の円滑な実施を図ったことで、学力・進学保

１

障につ
実　績

なげた。不登校児童生徒数については、目標達成に至らなかった。

社会環境の変化により、不登校につながる背景が非常に複雑化しており、復帰や不登校に起因する根本的問題
理　由

の解決が難しくなっている

　

。

適応指導教室の機能強化、SSWやSA、関係機関との連携、生徒指導研究推進校の取組の支援などを推進し、不
今後の取組

登校児童生徒の減少に取り組む。

学

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費・教育総務費・事務局費

事　業 1

校

90100 子どもの悩みレスキュー事業費(共通)

教育分野に関する知識に加え、社会福祉等の専門的な知識や技術を有する「スクールソーシャルワーカー（Ｓ

ＳＷ）」（会計年度任用職員）を配置し、悩みや問題を抱えた
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基本 教育

所　　属 700

を

500 学校教育課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

90102 教育費・教

し

育総務費・事務局費

事

ま

　業 260100 西諸

す

地区いじめ問題対策専

【

門家委員会事業費(共

方

通)

平成25年９月に

施

針

施行された「いじめ防

】

止対策推進法」に基づ

３

き、平成26年10月

こ

に設置した「西諸地区

こ

いじめ問

題対策専門家

ろ

委員会」において、西

の

諸２市１町のいじめ防

教

止基本方針に基づくい

育

じめ防止等のための調

の

査研究

や、重大事態が

策

推

発生した場合にその事

進

実関係を明確にするた

と

めの調査等を行う。

事

充

業概要 令和５年度より

実

一般会計において事業費を管理する。

いじめの「予防」・「早期発見」・「解決」といった対策の強化、推進。

期間目標

国庫支出金 県

３

支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0 0 0 70 70

活動指標名 定例会開催日数 単位 回

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 1 実績 1

活

－

動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

学識経験者や校長経験者、警察経験者で構成す

１

る専門家委員会で西諸２市１町や国・県のいじめの状況等を確
実　績

認しながら、対応策等を協議した。令和４年度は西諸地区いじめ問題対策専門家委員会特別会計で処理した。

いじめの重大事態は発生しなかったため、定

　

例会のみの開催となった。
理　由

 

令和４年度までで特別会計を廃止し、令和５年度から一般会計にて事務事業化し、年1回の定例会といじめ重
今後の取組

大事態が発生した場合の臨時会を実施していく。

学校
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基本 教育

所　　属 700

を

500 学校教育課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

90601 教育費・保

し

健体育費・保健体育総

ま

務費

事　業 02010

す

0 学校保健管理事業費

【

(共通)

○学校保健安

方

全法に基づき、児童・

施

針

生徒及び教職員の各種

】

検診を西諸医師会、小

４

林市歯科医師団の協力

か

を得て

実施した。

○災

ら

害に遭った児童・生徒

だ

に対し、治療費や見舞

の

金を支給した。

事業概

教

要 ○新型コロナウイル

育

ス感染症の影響を考慮

の

しながら、学校歯科医

策

推

や学校薬剤師等の協力

進

を得て、各小・中学校

と

でフッ化物洗口を実施

充

した。

西諸医師会、小

実

林市歯科医師団の協力を得て、各種検診等を実施する。また、児童生徒が災害に遭った場合に

期間目標 その治療費や見舞金の請求等を

３

迅速に行う。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 500 0 0 3,486 40,002 43,988

令和 4年度実績 250 0 0 3,002 39,477 42,729

成果指標名 受診

－

率（小児生活習慣病・小学校） 単位 %

計画 100 計画 100
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 100

実績 88.54 実績 84.80

成果指標名 受診率（小児生活習慣病・中学校） 単位 %

計画 100 計画 100
令和

１

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 100
実績 90.03 実績 89.10

成果指標名 むし歯有病者率（小・中学校） 単位 %

計画 58.20 計画 57.20
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 56.20

実績 58

　

.20 実績 54.10

小児生活習慣病予防健診については、前年度より受診率が下がっている。
実　績

法律に基づく健康康診断ではなく市独自の事業として実施しているため、生涯を通じた健康維持の視点で健診
理　由

を実

学

施する意図が伝わりにくいことが考えられる。

将来にわたって生活習慣病を予防し、児童生徒が生涯健康な生活を送ることをイメージできるように案内する
今後の取組

ことで受診率の向上を図る。

校
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基本 教育

所　　属 700

を

500 学校教育課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

90102 教育費・教

し

育総務費・事務局費

事

ま

　業 060100 特別

す

支援教育事業費(共通

【

)

要支援児童生徒の日

方

常生活動作の介助、学

施

針

習活動上の介助及び身

】

体介助を行う特別支援

５

教育支援員を配置する

特

とともに、多人数の特

別

別支援学級に対し非常

支

勤講師を配置すること

援

で、障がいの特性に応

教

じた適切な教育的支

援

育

を行う。

事業概要 【非

の

常勤講師配置校】７名

策

推

小林小学校（知的１・

進

自情１）、南小学校（

と

知的１）、細野小学校

充

（知的１）、西小林小

実

学校（知的１・自情

１）、三松小学校（自情１）

個別の指導計画、個別の教育支援計画に基づいた適切な教育的支援を行う。

期間目標

３

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 62,152 0 62,152

令和 4年度実績 0 0 0 94,724 △35,053 59,671

成果指標名 研修会の開催回数 単位 回

計画 2

－

計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年

１

度計画 0
実績 0 実績 0

研修会の開催が厳しい状況が続いたため実施することができなかった。
実　績

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、大人数が集る研修会の開催が厳しい状況が続き、目標値を達成で
理　由

きなか

　

った。

オンラインでの研修等を検討していく。今後も支援員のキャリアアップを図るため、特別支援に関わる様々な
今後の取組

内容を題材とした研修を実施していく。

学校
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基本 教

0 38,203 38,203

令和 4年度実績 0 0 0 0 35,052 35,052

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4

育

年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

教育委員会にかかる事務を適切に執行することができた。
実　績

教育委員会の事務を円滑に処理

を

、管理及び運営を実施

所

することができたため

　

。
理　由

教育委員会に

　

かかる事務の適切な執

属

行を図る。
今後の取組

70050

充

0 学校教育課 会　計 1

実

一般会計

科　目 090

し

101 教育費・教育総

ま

務費・教育委員会費

事

す

　業 010100 教育

【

委員会運営事業費(共

方

通)

小林市の教育行政

施

針

について定例会を開催

】

し、教育基本方針に沿

６

って施策等の協議を行

新

う。また、緊急の場合

し

な

ど、必要に応じて臨

い

時会を招集し、課題の

時

早期解決に努める。

　

代

事業概要

0歳から10

に

0歳までの小林教育プ

対

ラン」の推進により、

策

応

「学びたい」「学ばせ

し

たい」気持ちを高め、

た

自律・感謝

期間目標 ・

教

貢献の好循環を生み出

育

し、住民満足度の向上

環

を図る。

国庫支出金 県

境

支出金 地方債 その他 一

の

般財源 事業費計 （千円

整

）

令和 3年度実績 0

備

0 0 0 2,099 2,

３

と

099

令和 4年度実

充

績 0 0 0 0 2,306

実

2,306

活動指標名 総合教育会議開催 単位 回

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 1 実績 1

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令

－

和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

教育行政について定例会を開催し会議録の公表を行った。
実　績

会議の公開ができなかった。

新型コロ

１

ナウイルスの影響のため。
理　由

今後、会議の公開については、広く周知が必要である。

会議の公開について、現在お知らせ等で周知を行っているが、校長会やＨＰでの周知も行う。
今後の取組

　

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費

学

・教育総務費・事務局費

事　業 010100 事務局管理費(共通)

教育長1名、教育部長1名、学校教育課長1名、教育指導監1名、指導主事2名、主幹3名、事務職員6名、技師職

員1名の計16名で構成。教育長指示の

校

下、教育委員会にかかる事務を事務局で円滑に処理する。

事業概要

教育委員会の事務を円滑に処理、管理及び運営を実施できる。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0
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基本 教

化・学校事務職員の

事業概要 資質向上につなげる。各学校においては、学校納入金の集金・管理を一括して事務室で管理できる体制を各学

校で検討するとともに、口座振替による集金及び専用システム導入による効率化を進

育

める。

・R2年度から４地区に共同学校事務室を設置（小林地区・細野地区・三松地区・野尻地区）

国の動向等に柔軟に対応しながら、SSC・共同学校事務室の活性化を図り、教職員の事務負担軽減、多様な教

期間目標 育

を

活動の円滑な推進を支

所

援し、児童生徒にとっ

　

てより良い教育環境を

　

整えていく。

国庫支出

属

金 県支出金 地方債 その

7

他 一般財源 事業費計 （

0

千円）

令和 3年度実

5

績 0 0 0 0 1,476

0

1,476

令和 4年

0

度実績 0 0 0 0 1,4

充

0

41 1,441

成果指

須

標名 保護者負担経費会

木

計システム導入校 単位

分

校

計画 13 計画 14
令

室

和 3年度 令和 4年

（

度 令和 5年度計画 1

教

5
実績 14 実績 14

成

育

果指標名 研修会 単位 回

部

計画 6 計画 6
令和 3

）

年度 令和 4年度 令和

実

会

 5年度計画 6
実績 4

　

実績 4

活動指標名 単位

計

計画 0 計画 0
令和 3

1

年度 令和 4年度 令和

一

 5年度計画 0
実績 0

般

実績 0

共同学校事務室

会

を導入し、効果的な運

計

用について研究を行っ

科

た。また、事務局会（

　

４回）、研修会（４回

し

目

）を
実　績

行うことで

0

、事務職員の資質向上

9

、事務処理の効率化が

0

図られた。

コロナ禍で

1

参集型を控えた取組を

0

したため、研修会は目

2

標値を下回ったものの

教

、C4thの活用で情

育

報共有を図る
理　由

等

費

効率的に運営できた。

ま

・

新システム（県）の研

教

修や複合機・校務用P

育

C更新等環境整備検討

総

に有効に活用した。

共

務

同学校事務室への支援

費

、研修の実施、課題解

・

決に向けた研究を充実

事

させることで、教員の

務

事務負担を軽減し
今後

局

の取組
、子どもと向き

す

費

合う時間の確保につな

事

げていく。

　業 010300

【

事務局管理費(須木)

方

　須木区域における学

施

針

校教育、社会教育、ス

】

ポーツ振興に係る申請

６

及び相談等の受付を行

新

う。

　須木区域の小・

し

中学校予算の執行、ス

い

クールバスの管理運用

時

等を行う。

　スクール

代

バス（平成20年10

に

月登録）とスクールカ

対

ー（平成13年６月登

策

応

録）を長期間使用して

し

いるため、近年

事業概

た

要 、車検整備の車両修

教

繕料等の維持管理費が

育

増加傾向になっている

環

。

　当年目標に沿って

境

計画的且つ効率的な事

の

務の遂行を図ると共に

整

、スクールバスの安全

備

な運行を継続していく

３

と

期間目標 必要がある。

充

国庫支出金 県支出金 地

実

方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 4,828 3,466 8,294

令和 4年度実績 0 0 0 4,662 3,461 8,123

活動指標名 予算執行率 単

－

位 ％

計画 94 計画 94
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 94

実績 92.50 実績 90.60

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令

１

和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

予算執行率が目標値を下回った。
実　績

会計年度任用職員人件費と需用費の予算残額が、執行率を引き下げた。
理　由

学校教育課へ統合し効率化を図る。
今後の取組

　

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会

学

計

科　目 090102 教育費・教育総務費・事務局費

事　業 020100 スクールサポートセンター（ＳＳＣ）運営事業配分経費(共通)

市内の全校長・全学校事務職員・学校教育課職員で構成する「小林市スクールサポー

校

トセンター（ＳＳＣ）」

を設置し、事務の効率化、システムの開発・運用を行うほか、学校間の相互支援体制、研究活動、研修会等を

実施する。また、共同学校事務室の効果的な活用により、各学校の相互支援・業務の効率

185 185
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基本 教

ミュニケ

期間目標 ーション能力の育成を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 23,232 23,232

令和 4年度実績 0 0 0 0 24,228 24,228

成果指標

育

名 ＡＬＴ派遣合計日数 単位 日

計画 700 計画 700
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 700

実績 755 実績 761

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標

を

名 単位

計画 0 計画 0
令

所

和 3年度 令和 4年

　

度 令和 5年度計画 0

　

実績 0 実績 0

市内の子

属

どもたちの国際感覚の

6

育成のため、小中学校

0

の外国語の授業のほか

1

、それ以外の時間（昼

0

休み・給食
実　績

・体

0

育・掃除等）について

充

0

も活用を図り、児童生

住

徒がALTと触れる時

民

間の創出につなげた。

生

新型コロナウイルス感

活

染症対応等に伴い、派

課

遣日数が減少したが、

（

研修の実施やコーディ

野

ネーターとの密な連
理

尻

　由
携により効果的な

庁

連携が図られている。

実

舎

ICT教育及び新型コ

）

ロナウイルス感染症対

会

策として、オンライン

　

による授業や研修等を

計

検討し、引き続き外国

1

今後の取組
語教育の充

一

実及び国際文化の理解

般

並びに教員の指導力向

会

上を推進する。

計

し

科　目 090102 教

ま

育費・教育総務費・事

す

務局費

事　業 1004

【

00 青い鳥育英資金貸

方

付基金償還事業費(野

施

針

尻)

償還中のものに対

】

しては引き続き償還事

６

務処理を行う。

また、

新

滞納者に対して個別状

し

況を確認し滞納者及び

い

連帯保証人に対する効

時

果的な償還対策を講じ

代

るなど早期解

消に向け

に

た取組を行う。

事業概

対

要 ・未償還件数　7件

策

応

（5名）　・未償還額

し

　3,339,500

た

円（R5.3.31現

教

在）

滞納者への督促処

育

理及び定期的に現状確

環

認を行い、滞納額の減

境

少を図る。滞納者全員

の

からの償還を目指す。

整

期間目標

国庫支出金 県

備

支出金 地方債 その他 一

３

と

般財源 事業費計 （千円

充

）

令和 3年度実績 0

実

0 0 0 1 1

令和 4年度実績 0 0 0 0 1 1

成果指標名 入金件数 単位 件/月

計画 5 計画 5
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 5

実績 7 実績 1.50

成果指標名 入金額 単位 円

－

/月

計画 50,000 計画 30,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 30,000

実績 60,000 実績 9,750

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

毎

１

月滞納者に電話連絡を取り、償還勧奨を行ったが、前年に比べ、償還額は減少した。
実　績

不景気を理由に償還が困難と申し出る滞納者が多かった。また定期的に償還いただいている滞納者においても
理　由

、同様の理由で

　

償還が滞ることがあった。

引き続き、毎月償還勧奨を行う。
今後の取組

学

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費・教育総務費・事務局費

事　業 170100 外国語教育推進事業費(共通)

市内小・中学校及び幼稚園に、外国語指導助手

校

（ＡＬＴ）を派遣することにより、外国語教育・国際理解教育

の充実を図る。

R02から…５名配置（派遣契約）

事業概要

幼児期及び小学校低学年時から生きた英語に触れる機会を増やすことで、子どもたちの英語によるコ

186 186
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基本 教

校部活動に代わり得る質の高い活動の機会を確保できる十分な体制を整える取組みを進めるた

め、小林市地域部活動推進協議会を開催し、中学校部活動の地域移行に向けて試行を行う。

「小林市教職員の働き方改革プラン」

育

に基づいた具体的取組を実施し、PDCAサイクルの進行管理を行いながら

期間目標 、目標指標（時間外勤務の縮減、年休取得日数増、学びたい度の向上）の達成を目指す。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費

を

計 （千円）

令和 3年

所

度実績 0 4,933 0

　

0 7,606 12,5

　

39

令和 4年度実績

属

0 4,952 0 311

7

9,053 14,31

0

6

活動指標名 ｻﾎﾟｰ

0

ﾄｽﾀｯﾌの人員数 単

5

位 人

計画 5 計画 6
令和

0

 3年度 令和 4年度

充

0

令和 5年度計画 6
実

学

績 5 実績 6

活動指標名

校

部活動指導員の人員数

教

単位 人

計画 3 計画 1
令

育

和 3年度 令和 4年

課

度 令和 5年度計画 1

会

実績 3 実績 1

活動指標

　

名 地域部活動実施校数

計

単位 校

計画 1 計画 3
令

1

和 3年度 令和 4年

実

一

度 令和 5年度計画 5

般

実績 1 実績 3

地域部活

会

動推進協議会を３回を

計

実施し、地域部活動試

科

行実施による成果と課

　

題を整理した。また、

目

ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ
実

0

　績
、部活動指導員を

9

計画数配置し、活動を

0

実施した。

地域部活動

し

1

推進協議会では拠点校

0

３校により休日の部活

2

動の地域移行を試行し

教

具体的な成果や課題に

育

ついて協
理　由

議した

費

。ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ

・

、部活動指導員は各校

教

長ﾋｱﾘﾝｸﾞにより

育

実態に合わせた実施が

総

できた。

課題解決に向

ま

務

けた取組や拠点校の拡

費

充による推進を図り、

・

生徒にとって望ましい

事

部活動環境の構築と市

務

民の健
今後の取組

幸づ

局

くりの場の創出、中学

費

校における働き方改革

事

の実現を図る。ｻﾎﾟ

　

ｰﾄｽﾀｯﾌ、部活動

業

指導員の充実を図る。

す

210100 スクール

【

バス運行事業費(共通

方

)

平成２２年度から休

施

針

校となり、平成２５年

】

度から廃校となった内

６

山小中学校の児童生徒

新

に対し、平成２２年度

し

から平成２６年度の５

い

年間は、国のへき地通

時

学補助を活用し、平成

代

２７年度からは過疎債

に

を財源として、業務

委

対

託によるスクールバス

策

応

を運行している。令和

し

４年度は、三和交通株

た

式会社が運行。

事業概

教

要

内山地区に居住する

育

小中学生の遠距離通学

環

負担解消を図る。

期間

境

目標

国庫支出金 県支出

の

金 地方債 その他 一般財

整

源 事業費計 （千円）

令

備

和 3年度実績 0 0 0

３

と

4,207 0 4,20

充

7

令和 4年度実績 0

実

0 0 3,883 0 3,883

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和

－

 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

事故などなく安全にスクールバス運行事業を行うことができた。
実　績

児童生徒の安全を第一に保護者、

１

運行業者、学校が連携してスクールバスの運行管理を行ったため。
理　由

引き続き、児童生徒の安全を確保し、スクールバス運行事業を行っていく。
今後の取組

　

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費・教育総務費・事務局費

事　業 2

学

20100 次世代の子どもを育む学校指導体制推進事業費(共通)

「小林市教職員の働き方改革プラン」に基づく施策の主なものとして、教職員の業務補助を行うサポートスタ

ッフや部活動の顧問が可能となる部活動指導員

校

の配置、留守番電話の設置、保護者や地域の理解を深める広報

活動など教職員の働き方改革に取り組む。

事業概要 ・留守番電話…タブレットに整備したアプリケーションを活用し、留守番電話は不要とする。

また、地域で学

187 187
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基本 教

03 6,019

令和 4年度実績 0 0 0 0 8,133 8,133

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

育

計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

当初予定していた水泳授業日数より少なかった。
実　績

学校及び保護者と連携し、円滑な補助金事務を行うことが

を

できた。

新型コロナウ

所

イルス感染症の影響で

　

の減少。
理　由

学校及

　

び保護者と連携が上手

属

くとれていたため。

新

7

型コロナウイルス感染

0

予防に十分留意し、小

0

林市営プールを利用し

5

た水泳授業を継続して

0

行うことで学習環
今後

充

0

の取組
境の向上を図る

学

。学校及び保護者と連

校

携し、円滑な補助金事

教

務の執行を図る。

育課 会　計 1

実

一般会計

科　目 090

し

102 教育費・教育総

ま

務費・事務局費

事　業

す

230100 奨学金貸

【

与貸付金事業費(共通

方

)

教育資金貸付・・・

施

針

予算の範囲内で定める

】

金額を九州労働金庫に

６

預託し、九州労働金庫

新

は預託された金額の2

し

.

5倍に相当する金額

い

を融資する。融資限度

時

額は1件あたり200

代

万円を限度とし、10

に

万円単位で融資する。

対

融資期

間は最長10年

策

応

事業概要  

学資を貸与

し

することで、将来有望

た

な人材を育成する。

期

教

間目標

国庫支出金 県支

育

出金 地方債 その他 一般

環

財源 事業費計 （千円）

境

令和 3年度実績 0 0

の

0 50,772 61 5

整

0,833

令和 4年

備

度実績 0 0 0 50,6

３

と

21 148 50,76

充

9

活動指標名 単位

計画

実

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画

－

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

奨学金新規貸与者３名
実　績

申請者３名
理　由

これまで以上に広報を行い小林市奨学金制度の周知を図っていく。
今後の取組

１

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090102 教育費

　

・教育総務費・事務局費

事　業 240100 学校教育活動支援事業費(共通)

特別支援保護者会及び小林市小学校体育連盟の運営費補助、中学校部活動の大会出場費補助を行う。

安全な移動のためにバスを確保し、西小林地

学

区・須木地区の小中学校の水泳の授業を小林市総合運動公園内プ

ールで行う。また、三松小学校の水泳の授業を三松中学校プールで行うため借り上げバスを確保する。

事業概要

学校教育活動を支援するために補助を行う。

期

校

間目標 小林市総合運動公園内プールの指定管理者、学校と連携を図り、児童生徒が適切な水泳の授業が行えるように

努める。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 116 0 0 0 5,9

188 188
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基本 教

実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

就学援助事務の簡素化を図る中で、対象者への援助を円滑に行うことができた。
実　績

学校と連携し、対象者への支給を円滑に

育

行うことができたため。
理　由

援助が必要な世帯への援助漏れがないように学校と連携を密にして、制度の周知等を行う。
今後の取組

また、対象世帯に対して円滑に援助を行う。

を

所　　属 70050

充

0 学校教育課 会　計 1

実

一般会計

科　目 090

し

202 教育費・小学校

ま

費・教育振興費

事　業

す

010100 小学校教

【

育振興費(共通)

小学

方

校6年生に対し、教育

施

針

委員会から卒業記念品

】

を贈呈する。前年度は

６

英和辞書を贈った。

事

新

業概要

子ども達に郷土

し

への感謝と愛着の気持

い

ちを養う。

期間目標

国

時

庫支出金 県支出金 地方

代

債 その他 一般財源 事業

に

費計 （千円）

令和 3

対

年度実績 0 0 0 0 42

策

応

8 428

令和 4年度

し

実績 0 0 0 0 506 5

た

06

活動指標名 卒業記

教

念品（辞書）手配数　

育

（予備を含む） 単位 冊

環

計画 357 計画 420

境

令和 3年度 令和 4

の

年度 令和 5年度計画

整

418
実績 356 実績

備

420

活動指標名 単位

３

と

計画 0 計画 0
令和 3

充

年度 令和 4年度 令和

実

 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

児童へ卒業記念品の贈呈を行った。
実　績

概ね計画どおりに

－

実施できている。
理　由

引き続き、児童へ卒業記念品の贈呈を行い、児童の郷土への感謝と愛着の気持ちを養っていく。
今後の取組

１

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090202 教育費・小学校費・教育振興費

事　業 030100 小学校就学援助事

　

業費(共通)

要保護児童生徒は、生活保護世帯の児童生徒を認定する。

準要保護児童生徒及び特別支援奨励児童生徒は、保護者からの申請に基づいて、収入判定を行い認定する。

医療費や学用品費など必要に応じて援助を行

学

う。

事業概要  

経済的な負担を軽減することで、安心して学習に取り組むことができる。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 405 0 0 0 25,927 26,332

令和 

校

4年度実績 464 0 0 0 23,978 24,442

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0

189 189
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基本 教

90202 教育費・小学校費・教育振興費

事　業 060100 小学校副読本整備事業費(共通)

社会科副読本テキストを給与し、授業での活用を図った。

事業概要

児童生徒の郷土に対する誇りと愛着を育む。

期間目標

国庫支

育

出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,507 1,507

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,569 1,569

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計

を

画 0
実績 0 実績 0

活動

所

指標名 単位

計画 0 計画

　

0
令和 3年度 令和 

　

4年度 令和 5年度計

属

画 0
実績 0 実績 0

活動

7

指標名 単位

計画 0 計画

0

0
令和 3年度 令和 

0

4年度 令和 5年度計

5

画 0
実績 0 実績 0

内容

0

を精査したうえで、各

充

0

小学校に必要数の副読

学

本を給与した。
実　績

校

児童・教師数に応じて

教

副読本を整備し、学期

育

当初から活用できるよ

課

う給与した。
理　由

教

会

科用図書の採択や社会

　

事情の変動に対応した

計

副読本を給与する。
今

1

後の取組

実

一般会計

科　目 090

し

202 教育費・小学校

ま

費・教育振興費

事　業

す

040100 小学校Ｉ

【

ＣＴ教育推進事業費(

方

共通)

情報活用能力育

施

針

成や分かりやすく深ま

】

る授業実現のために、

６

タブレット型パソコン

新

及び学習活動ソフトウ

し

ェア

の活用を図る。ま

い

た、各種ＩＣＴ機器を

時

全ての教職員一人一人

代

が最大限活用できるよ

に

う、操作講習会や授業

対

活

用研修会を実施する

策

応

。

事業概要

教育ＩＣＴ

し

環境整備部会で検討し

た

、効率的で最適なＩＣ

教

Ｔ機器の整備・運用を

育

進めるとともに、その

環

活用を図

期間目標 る。

境

国庫支出金 県支出金 地

の

方債 その他 一般財源 事

整

業費計 （千円）

令和 

備

3年度実績 29,51

３

と

1 0 0 950 30,0

充

51 60,512

令和

実

 4年度実績 552 0 0 434 40,974 41,960

成果指標名 ＩＣＴを活用して指導する能力 単位 %

計画 90 計画 70
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 75

実績

－

71.56 実績 77.90

成果指標名 ＩＣＴ活用を指導する能力 単位 %

計画 70 計画 80
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 80

実績 73.42 実績 78.50

成果指標名 研修会開催回数 単位 回

計画 3 計画 3
令和 

１

3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3
実績 4 実績 2

大容量高速通信ネットワーク整備、児童生徒１人１台のタブレット型パソコン、Webカメラ、Wi-Fiルーター、
実　績

ICT支援員の整備及びタブレット型パソコ

　

ンの操作・活用研修を実施した。

ICTを活用した授業の環境整備を実施し、子どもたちが活用する能力を向上させる取組みが進んでいる。目標
理　由

の研修回数は全体研修では届かなかったが、支援員による個別研修を実

学

施した。

GIGAスクール構想の前倒しによる急速なハード整備は実施できたことから、今後は活用に向けた研修や授業研
今後の取組

究会等を重ね、教職員の機器活用を促進し、ICT教育の充実を図っていく。

校

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 0

190 190
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基本 教

位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

就学援助事務の簡素化を図る中で、対象者への援助を円滑に行うことができた。
実　績

 

学校と連携し、対象者への支給を円滑に行うことができた

育

ため。
理　由

援助が必要な世帯への援助漏れがないように学校と連携を密にして、制度の周知等を行う。
今後の取組

また、対象世帯に対して円滑に援助を行う。

を

所　　属 70050

充

0 学校教育課 会　計 1

実

一般会計

科　目 090

し

302 教育費・中学校

ま

費・教育振興費

事　業

す

010100 中学校教

【

育振興費(共通)

中学

方

3年生に対し、教育委

施

針

員会からの卒業記念品

】

を贈呈する。前年度は

６

印鑑を贈った。

事業概

新

要

子ども達に郷土への

し

感謝と愛着の気持ちを

い

養う。

期間目標

国庫支

時

出金 県支出金 地方債 そ

代

の他 一般財源 事業費計

に

（千円）

令和 3年度

対

実績 0 0 0 0 332 3

策

応

32

令和 4年度実績

し

0 0 0 0 318 318

た

活動指標名 卒業記念品

教

（印鑑）の手配数 単位

育

本

計画 408 計画 36

環

1
令和 3年度 令和 

境

4年度 令和 5年度計

の

画 367
実績 405 実

整

績 361

活動指標名 単

備

位

計画 0 計画 0
令和 

３

と

3年度 令和 4年度 令

充

和 5年度計画 0
実績

実

0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

生徒へ卒業記念品（印鑑）の贈呈を行った。
実　績

概ね計画どおりに実施できて

－

いる。
理　由

引き続き、生徒へ卒業記念品の贈呈を行い、郷土への感謝と愛着の気持ちを養っていく。
今後の取組

１

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090302 教育費・中学校費・教育振興費

事　業 030100 中学校就学援助事業費(共通)

要保

　

護児童生徒は、生活保護世帯の児童生徒を認定する。

準要保護児童生徒及び特別支援奨励児童生徒は、保護者からの申請に基づいて、収入判定を行い認定する。

医療費や学用品費など必要に応じて援助を行う。

事業概要

経済

学

的な負担を軽減することで、安心して学習に取り組むことができる。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 213 0 0 0 23,861 24,074

令和 4年度実績 365 0

校

0 0 22,952 23,317

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単

191 191
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基本 教育を

所　　属 70050

充

0 学校教育課 会　計 1

実

一般会計

科　目 090

し

302 教育費・中学校

ま

費・教育振興費

事　業

す

040100 中学校Ｉ

【

ＣＴ教育推進事業費(

方

共通)

情報活用能力育

施

針

成やわかりやすく深ま

】

る授業実現のために、

６

タブレット型パソコン

新

及び学習活動ソフトウ

し

ェア

の活用を図る。ま

い

た、各種ＩＣＴ機器を

時

全ての教職員一人一人

代

が最大限活用できるよ

に

う、操作講習会や授業

対

活

用研修会を実施する

策

応

。

事業概要

教育ＩＣＴ

し

環境整備部会で検討し

た

、効率的で最適なＩＣ

教

Ｔ機器の整備・運用を

育

進めるとともに、その

環

活用を図

期間目標 る。

境

国庫支出金 県支出金 地

の

方債 その他 一般財源 事

整

業費計 （千円）

令和 

備

3年度実績 17,07

３

と

9 0 0 950 21,9

充

94 40,023

令和

実

 4年度実績 1,092 0 0 289 30,761 32,142

成果指標名 ＩＣＴを活用して指導する能力 単位 %

計画 90 計画 70
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 75

－

実績 71.56 実績 77.90

成果指標名 ＩＣＴ活用を指導する能力 単位 %

計画 70 計画 80
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 80

実績 73.42 実績 78.50

成果指標名 研修会開催回数 単位 回

計画 3 計画 3
令

１

和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3
実績 2 実績 2

大容量高速通信ネットワーク整備、児童生徒１人１台のタブレット型パソコン、Webカメラ、Wi-Fiルーター、
実　績

ICT支援員の整備及びタブレット型パ

　

ソコンの操作・活用研修を実施した。

ICTを活用した授業の環境整備を実施し、子どもたちが活用する能力を向上させる取組みが進んでいる。目標
理　由

の研修回数は全体研修では届かなかったが、支援員による個別研修

学

を実施した。

GIGAスクール構想の前倒しによる急速なハード整備は実施できたことから、今後は活用に向けた研修や授業研
今後の取組

究会等を重ね、教職員の機器活用を促進し、ICT教育の充実を図っていく。

校
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基本 教育

所　　属 7

を

00500 学校教育課

充

会　計 1 一般会計

科　

実

目 090102 教育費

し

・教育総務費・事務局

ま

費

事　業 080100

す

協働の学校づくり支援

【

事業費(共通)

小中一

方

貫による系統的なキャ

施

針

リア教育の体制と、学

】

校と地域社会や地元産

８

業界の連携・協働によ

協

る体系的なキ

ャリア教

働

育の体制を構築する。

の

この実施体制より、地

学

域の自然環境や学校に

校

ない知識・技能を持っ

づ

た人材を活用した職業

く

体験や野外体験活動

事

策

り

業概要 等を企画・実施

の

する。

熟議を行う学校

推

運営協議会と活動支援

進

を行う地域学校協働本

と

部が一堂に会し、協議

充

・活動する体制を構築

実

する

期間目標 。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度

３

実績 0 0 0 0 1,172 1,172

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,190 1,190

活動指標名 「協働の学校づくり」推進協議会開催回数 単位 回

計画 2 計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2

実績 2 実績 2

活動

－

指標名 ＫＳＳＶＣ登録者数 単位 人

計画 90 計画 81
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 83

実績 82 実績 30

活動指標名 協力企業登録数 単位 社

計画 75 計画 90
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 93

実績

１

88 実績 103

各小・中学校において、学校運営協議会を設置し、協働の学校づくり推進協議会を２回計画どおり開催できた
実　績

。また、KSSVC登録者は、既存登録者の見直しにより、実働可能な人数とした。

協働の

　

学校づくり推進協議会はコロナ禍の状況を見極めながら、オンラインや対面による会義・研修会を実施
理　由

した。

ｷｬﾘｱ教育を起点として、ｷｬﾘｱ教育支援ｾﾝﾀｰやKSSVCの支援と共に学校運営協議会と地域学

学

校協働本部の一体的
今後の取組

な取組を強化し、地域とともにある学校づくりを推進していく。

校
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基本 教

績 1

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

須木下永田教職員住宅５号棟解体
実　績

育

須木下永田教職員住宅５号棟の老朽化が進んでおり入居の見込みも

所

ないため、他の教職員

　

住宅の風呂改修より
理

　

　由
優先して須木下永

属

田教職員住宅５号棟の

7

解体を行ったため。

教

0

職員住宅の解体を含め

0

た検討を行う。また、

を

5

必要な教職員住宅につ

0

いては改修の優先順位

0

を付け、費用対効
今後

学

の取組
果を検証しなが

校

ら改修・修繕を行い、

教

快適な生活環境を提供

育

できるように努める。

課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

20105 総務費・総

し

務管理費・財産管理費

ま

事　業 050100 教

す

職員住宅維持管理事業

【

費(共通)

教職員住宅

方

の消耗品の購入、修繕

施

針

・・・鍵の購入、畳、

】

ふすまなど、破損箇所

９

の修理

浄化槽維持管理

学

・・・点検清掃

建物損

校

害保険の加入、教職員

教

住宅の樹木伐採

事業概

育

要

教職員住宅の適切な

施

維持管理を行う。

期間

設

目標

国庫支出金 県支出

の

金 地方債 その他 一般財

策

整

源 事業費計 （千円）

令

備

和 3年度実績 0 0 0

と

1,960 0 1,96

充

0

令和 4年度実績 0

実

0 0 0 2,177 2,177

成果指標名 教職員入居時畳入替率 単位 %

計画 100 計画 100
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計

３

画 100
実績 100 実績 100

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

教職員住宅の

－

新規入居住宅で全て畳入替を行うことができた。
実　績

新規入居住宅に対して、優先して畳の入れ替えを行うことができたため。
理　由

教職員住宅の築年数が古いため、老朽化に伴い修繕料が増えているため、今後、優先順

１

位を決めて修繕を行う
今後の取組

ことにより、費用対効果が最大になるように修繕を行っていく。

　

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 020105 総務費・総務管理費・財産管理費

事　業 110100 教職員住宅維持管理事業費（臨時）(共通)

老朽

学

化が進んだ教職員住宅の長寿命化や解体を進める。

 

細野教職員住宅５号棟解体工事

事業概要

教職員住宅について、利用状況や老朽化の状態を精査し、長寿命化や解体を行う。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般

校

財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 2,378 2,378

令和 4年度実績 0 0 0 0 2,634 2,634

成果指標名 教職員住宅解体 単位 件

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 1 実
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基本 教

0 101 0 0 31,105 31,206

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動

育

指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計

所

画 0
実績 0 実績 0

消防

　

用設備点検業務委託、

　

電気保安業務委託、デ

属

マンド監視装置運用業

7

務委託、浄化槽保守点

0

検業務委託、昇
実　績

0

降機保守点検業務委託

を

5

及び施設修繕を実施し

0

た。

法令で点検が義務

0

付けられており、実施

学

できている。
理　由

各

校

学校で使用する電力量

教

を管理し無駄な電気料

育

を抑える工夫をしてい

課

る。

引き続き、法令遵

会

守に努める。
今後の取

　

組
デマンド監視装置で

充

計

得た電力データを活用

1

し、電気料の削減に努

一

める。

般会計

科　目 0

実

90102 教育費・教

し

育総務費・事務局費

事

ま

　業 250100 学校

す

と地域の未来創生事業

【

費(共通)

西小林地区

方

の学校施設の統合を踏

施

針

まえた施設整備を検討

】

するとともに、学校施

９

設と西小林地区の他施

学

設の統合

、集約化、複

校

合化を行う。

事業概要

教

安心・安全な施設環境

育

の確保、教育環境の充

施

実、ライフサイクルコ

設

ストの縮減、更新費用

の

の平準化

期間目標

国庫

策

整

支出金 県支出金 地方債

備

その他 一般財源 事業費

と

計 （千円）

令和 3年

充

度実績 0 0 0 0 0 0

令

実

和 4年度実績 0 0 0 0 151 151

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指

３

標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

西小林地区学校施設整備検討会議として、6月に庁

－

内検討会議、8月に庁外検討会議をそれぞれ立ち上げ、施設
実　績

整備の方向性について検討を実施しており、多様な意見を聴取した。

今後の学校施設の在り方について、課題の共有や多様な意見の聴取を行っている。
理　

１

由

令和5年度の地域の意見書の提出に向け、検討会議を実施していく。
今後の取組

　

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090201 教育費・小学校費・学校管理費

事　業 010100 小学校管理費(共通)

事務を遂行するための会計年度任用職員の人

学

件費、浄化槽、昇降機、消防設備、電気保安、デマンド監視装置

等各種保安点検委託料、警備委託、薬品等の廃棄や支障木等の伐採・剪定等の手数料、資材費・特別備品購入

、学校施設の修繕等の執行。

事業概要  

学校側の

校

管理負担を減らし、学校経営が円滑に行われるよう適切に予算を執行する。

期間目標  

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 110 0 0 31,884 31,994

令和 4年度実績
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基本 教

,643 42,080

令和 4年度実績 0 1,103 0 534 49,047 50,684

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令

育

和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0

所

計画 0
令和 3年度 令

　

和 4年度 令和 5年

　

度計画 0
実績 0 実績 0

属

学校の円滑な管理運営

7

（電気・水道・電話）

0

を行った。
実　績

学校

0

の円滑な管理運営がで

を

5

きている。
理　由

引き

0

続き、学校の円滑な管

0

理運営を行っていく。

学

今後の取組

校教育課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

90201 教育費・小

し

学校費・学校管理費

事

ま

　業 020100 小学

す

校施設維持補修事業費

【

（臨時）(共通)

栗須

方

小学校フェンス等撤去

施

針

工事

紙屋小学校体育館

】

床改修工事

小林小学校

９

屋内運動場トイレ改修

学

工事

事業概要 小林小学

校

校体育館横通路改修工

教

事

西小林小学校パラペ

育

ット等劣化部撤去工事

施

良好な学習環境を確保

設

する。

期間目標

国庫支

の

出金 県支出金 地方債 そ

策

整

の他 一般財源 事業費計

備

（千円）

令和 3年度

と

実績 42,292 0 2

充

,700 0 11,90

実

6 56,898

令和 4年度実績 0 1,000 0 3,290 11,047 15,337

成果指標名 トイレの洋式化率 単位 %

計画 55 計

３

画 55
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 55

実績 47.30 実績 49.60

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和

－

 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

栗須小学校フェンス等撤去工事、紙屋小学校体育館床改修工事、小林小学校屋内運動場トイレ改修工事、小林
実　績

小学校体育館横通路改修工事、西小林小学校パラペット等劣化部

１

撤去工事

紙屋小高圧受電設備改修は半導体不足の影響により材料搬入に時間を要しているため。また、栗須小フェンス
理　由

再設置は隣接する県発注工事の影響により工事が進められないことが判明したため。

老朽化した施

　

設の改修等を行い、その中でトイレの洋式化も進めながら、学校施設環境の向上を図る。
今後の取組

学

所　　属 700500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090201 教育費・小学校費・学校管理費

事　業 030100 小学校管理費（配分経費）(共通)

学校の円滑な

校

管理運営（電気・水道・電話・複合機）を行う。

事業概要

児童が安心・安全に学校生活を送れるようにする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 1,038 0 399 40
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基本 教

5 34,814

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0

育

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

学校の

所

円滑な管理運営（電気

　

・水道・電話）を行っ

　

た。
実　績

学校の円滑

属

な管理運営ができてい

7

る。
理　由

引き続き、

0

学校の円滑な管理運営

0

を行っていく。
今後の

を

5

取組

00 学校教育課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

90301 教育費・中

し

学校費・学校管理費

事

ま

　業 010100 中学

す

校管理費(共通)

事務

【

を遂行するための会計

方

年度任用職員の人件費

施

針

、浄化槽・昇降機・消

】

防設備・電気保安・デ

９

マンド監視装置

等各種

学

保守点検料、警備委託

校

、薬品等の廃棄や支障

教

木等の伐採・剪定等の

育

手数料、資材・特別備

施

品購入費、学

校施設の

設

修繕等の執行。

事業概

の

要  

学校の管理負担を

策

整

減らし、学校経営が円

備

滑に行われるように適

と

切に事務を遂行する。

充

期間目標

国庫支出金 県

実

支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 56 0 0 24,521 24,577

令和 4年度実績 0 57 0 0 2

３

3,958 24,015

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画

－

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

消防設備保守点検業務委託、電気保安管理業務委託、デマンド監視装置運用管理業務委託、浄化槽保守点検業
実　績

務委託、昇降機保守点検および修繕を

１

実施した。

法令で点検が義務付けられており、実施できている。
理　由

各学校で使用する電力量を管理し無駄な電気料を抑える工夫をしている。

引き続き、法令順守に努める。
今後の取組

デマンド監視装置で得た電力データ

　

を活用し、電気料の削減に努める。

所　　属 70

学

0500 学校教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090301 教育費・中学校費・学校管理費

事　業 020100 中学校管理費（配分経費）(共通)

学校の円滑な管理運営（電気・水道・電話・複合機）を行う。

事業概要

生徒が

校

安心・安全に学校生活を送れるようにする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 330 0 366 27,042 27,738

令和 4年度実績 0 393 0 436 33,98
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基本 教育

所　　属 700

を

500 学校教育課 会　

充

計 1 一般会計

科　目 0

実

90301 教育費・中

し

学校費・学校管理費

事

ま

　業 030100 中学

す

校施設維持補修事業費

【

（臨時）(共通)

東方

方

中学校校長室空調設備

施

針

改修工事

小林中学校特

】

別支援教室空調設備改

９

修工事

 

事業概要

良好

学

な学習環境を確保する

校

。

期間目標

国庫支出金

教

県支出金 地方債 その他

育

一般財源 事業費計 （千

施

円）

令和 3年度実績

設

43,107 0 9,4

の

00 0 6,607 59

策

整

,114

令和 4年度

備

実績 0 0 0 6,368

と

△4,454 1,91

充

4

活動指標名 トイレの

実

洋式化率 単位 ％

計画 51 計画 51
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 51

実績 29.90 実績 29.90

活動指標名 単位

計画

３

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

東方中学校校長室空調設備改修工事、小林中学校特別支援教室空

－

調設備改修工事
実　績

計画どおり改修することができたため。
理　由

老朽化した施設の改修等を行い、その中でトイレの洋式化も進めながら、学校施設環境の向上を図る。。
今後の取組

１　学校
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基本 学

0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

新型コロナウイルスの影響を受けたものの、社会教育団体等へ補助金の交付を行い、団体活動を支援すること
実　績

ができた

習

。また、20歳を祝うつどいも無事開催することができた。

新型コロナウイルスの影響による一部事業縮小、事業中止となったため。
理　由

令和５年度はコロナ禍前の活動に戻ることができるため、引き続き社会教育団体の

を

充実した活動支援に努める
今後の取組

。

所　

推

　属 701000 社会

進

教育課 会　計 1 一般会

し

計

科　目 090501

、

教育費・社会教育費・

文

社会教育総務費

事　業

化

010100 社会教育

・

管理費(共通)

社会教

施 芸

育事業に伴う経常的経

術

費を計上する。

・会計

を

年度任用職員１名

・公

振

用車（タント・ミニキ

興

ャブ）及び図書館バス

し

車検の実施

事業概要 ・

ま

印刷機器（２台）の管

す

理

・各種協議会負担金

【

の納入

 

社会教育事業

方

を円滑に進行できる状

策

針

態にする。

期間目標

国

】

庫支出金 県支出金 地方

１

債 その他 一般財源 事業

生

費計 （千円）

令和 3

涯

年度実績 0 0 0 2 1,

学

726 1,728

令和

習

 4年度実績 0 0 0 1

の

2,797 2,798

推

活動指標名 単位

計画 0

進

計画 0
令和 3年度 令

３

と

和 4年度 令和 5年

地

度計画 0
実績 0 実績 0

域

活動指標名 単位

計画 0

の

計画 0
令和 3年度 令

教

和 4年度 令和 5年

育

度計画 0
実績 0 実績 0

力

活動指標名 単位

計画 0

の

計画 0
令和 3年度 令

向

和 4年度 令和 5年

上

度計画 0
実績 0 実績 0

－

社会教育管理事業に関する経常経費について計画的に予算執行を行った。
実　績

特になし
理　由

社会教育振興事業管理を円滑に遂行し、公用車等の適正な管理に努める。
今後の取組

２

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090501 教育費・社会教育費

　

・社会教育総務費

事　業 020100 社会教育振興事業費(共通)

社会貢献や人権教育などが新たな学びや地域活動につながるため、社会教育の方向性を位置づける社会教育委

員の会の運営、社会教育団体等への運営費補助

生

、二十歳を祝うつどいを行う。 

 

事業概要

社会教育団体等の活動の活性化及び地域リーダーの育成を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,314 3,3

涯

14

令和 4年度実績 0 0 0 0 3,504 3,504

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績
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基本 学

 3年度実績 0 0 0 27 393 420

令和 4年度実績 0 0 0 31 413 444

成果指標名 生涯学習講座参加人数 単位 人

計画 160 計画 140
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 150

実績 136 実績 191

成果指

習

標名 生きがい学級登録人数 単位 人

計画 110 計画 140
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 140

実績 133 実績 145

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

新型

を

コロナウイルス感染症も落ち着いてきたが対策はしっかりと行い、結果として参加者の増につながった。
実　績

課題であった男性の参加も多く見られた。

男性の趣味にもつながる

所

講座や誰もが興味のあ

　

る講座を取り入れたた

推

　

め
理　由

さらに、幅広

属

い層が参加できる講座

7

を検討する。生きがい

0

学級は、地域性の課題

5

もあるが、特に男性の

0

参加を
今後の取組

促し

0

ていく。

0 須木

進

分室（教育部） 会　計

し

1 一般会計

科　目 09

、

0501 教育費・社会

文

教育費・社会教育総務

化

費

事　業 020300

・

社会教育振興事業費(

施 芸

須木)

　須木区域の生

術

涯学習を推進する。

　

を

具体的には、生涯学習

振

講座、すき学園、生き

興

がい学級、家庭教育学

し

級の講座・研修・視察

ま

等を実施する。

 

事業

す

概要

　生涯にわたり家

【

庭や地域で生かすこと

方

ができる、幅広い分野

策

針

の講座・研修・視察等

】

を実施する。　

期間目

１

標

国庫支出金 県支出金

生

地方債 その他 一般財源

涯

事業費計 （千円）

令和

学

 3年度実績 0 0 0 1

習

8 335 353

令和 

の

4年度実績 0 0 0 19

推

344 363

活動指標

進

名 生涯学習講座受講者

３

と

数 単位 人

計画 130 計

地

画 133
令和 3年度

域

令和 4年度 令和 5

の

年度計画 136
実績 2

教

16 実績 297

活動指

育

標名 単位

計画 0 計画 0

力

令和 3年度 令和 4

の

年度 令和 5年度計画

向

0
実績 0 実績 0

活動指

上

標名 単位

計画 0 計画 0

－

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

生涯学習講座は、目標数を超える受講者数となった。
実　績

浴衣リメイク講座や秋の須木散策講座等の受講者数が多かったため。
理　由

アンケート等を実施したう

２

えで、ニーズを把握し、参加しやすい講座等を計画する。
今後の取組

　

所　　属 706000 野尻分室（教育部） 会　計 1 一般会計

科　目 090501 教育費・社会教育費・社会教育総務費

事　業 020400 社会教育振興事業費(野尻)

市民ニーズに即した生涯学習講座を

生

開設することにより、学びのきっかけを作り市民の自己を築く場や交流の

輪を広げる。

野尻地区における高齢者生きがい学級を開催し、生活・健康等に関する学習の場を提供していく。

事業概要 総合文化祭野尻会場の開催に

涯

関する管理費。 

市民が積極的に参加し、継続して学びや地域の活動に喜びを感じられるような、充実した講座・学級を開設し

期間目標 、参加者の増を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和

200 200

200 事務事業評価書 200



基本 学

して幅広いまなびの場を企画、提供、運営していく。当課が運営委託してい

るTENAMUビル2階交流スペースでの生涯学習講座ともより一層の連携を図り、TENAMUビルでの生涯学習や情報

事業概要 発信など市全体

習

において学びを身近に感じてもらうような取組を推進していく。

地域資源や人材の発掘となるよう人材バンク等を活用しながら、世代や開催場所に応じた講座を展開する。

期間目標 TENAMUビルでの生涯学習講座若い世

を

代の生涯学習参加の掘り起こしを進める。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 111 15,566 15,677

令和 4年度実績

所

0 0 0 120 15,0

　

65 15,185

活動

推

　

指標名 生涯学習講座講

属

師登録人数 単位 人

計画

7

145 計画 155
令和

0

 3年度 令和 4年度

1

令和 5年度計画 16

0

0
実績 152 実績 16

0

8

活動指標名 単位

計画

0

0 計画 0
令和 3年度

社

令和 4年度 令和 5

会

年度計画 0
実績 0 実績

進

教

0

活動指標名 単位

計画

育

0 計画 0
令和 3年度

課

令和 4年度 令和 5

会

年度計画 0
実績 0 実績

　

0

開催した講座や学級

計

では笑顔や交流があり

1

、この様な中だからこ

一

そ講座や学級の重要性

般

を感じ、臨機応変に企

会

実　績
画、運営ができ

し

計

た。

新たな講座の開設

科

や内容を充実するため

　

、新規講師を依頼した

目

ため。
理　由

０歳から

0

100歳までの小林プ

9

ランに沿った学びたい

0

学ばせたい気持ちを高

5

める小林教育の具現化

0

を引き続き目
今後の取

1

組
指していく。また、

、

教

笑顔や交流の見える講

育

座や学級の企画運営を

費

行う。

・社会教育費・

文

社会教育総務費

事　業

化

080100 ＴＥＮＡ

・

ＭＵビル公共スペース

施 芸

運営事業費(共通)

市

術

民公共スペースの施設

を

管理及び事業運営を市

振

民活動団体等に委託す

興

る。

・市民大学講座及

し

び生涯学習講座の企画

ま

・開設

・SNS等を活

す

用した情報の交流・発

【

信

事業概要 ・人材の育

方

成・人材活用の拠点

・

策

針

施設借用の受付業務

中

】

心市街地において、市

１

民が交流・情報発信・

生

生涯学習を通じてつど

涯

い・にぎわいの拠点と

学

なるようにする。

期間

習

目標 また、新たな事業

の

の展開につながるよう

推

に人材・起業家の育成

進

や連携を図る。

 

国庫

３

と

支出金 県支出金 地方債

地

その他 一般財源 事業費

域

計 （千円）

令和 3年

の

度実績 0 0 0 821 2

教

7,369 28,19

育

0

令和 4年度実績 0

力

0 0 1,123 27,

の

263 28,386

活

向

動指標名 TENAMU

上

ビル公共スペース入館

－

者数 単位 人

計画 122,000 計画 80,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 82,000

実績 80,669 実績 92,241

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績

２

0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

通常開館時には、徐々に入館者数も増加しており、中心市街地の活性化へ繋がっている。
実　績

新型コロナウイルス感染症の

　

影響が低下し、イベント等の実施も可能になったことから、来館者数が増加とな
理　由

った。

世代を超えた市民がつどい、交流できる生涯学習のメニューやプログラムを提供していきたい。
今後の取組

生

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090502

涯

教育費・社会教育費・公民館費

事　業 030100 生涯学習推進事業費(共通)

世代に応じて学習活動や地域活動に参加し、市民の生きがいづくりとなるよう、ニーズをふまえた学習機会の

提供と環境整備を行うため、継続
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基本 学習を

所　　属

推

701000 社会教育

進

課 会　計 1 一般会計

科

し

　目 090501 教育

、

費・社会教育費・社会

文

教育総務費

事　業 04

化

0100 文化祭運営事

・

業費(共通)

学校及び

施 芸

福祉施設、さらには市

術

民の創作作品の展示や

を

お茶会、かるた大会等

振

の文化イベントを行う

興

。

・市内在住者へ文化

し

祭開催日及び作品募集

ま

の周知

・多くの市民が

す

参加出来る催しの企画

【

・実施

事業概要

来場者

方

数の増加。作品募集の

策

針

周知を徹底し、出展作

】

品数の現状維持・増加

２

を図る（新規出展者の

豊

獲得）。また

期間目標

か

、年代を問わず多くの

な

市民が参加出来る催し

感

の企画・実施。

国庫支

性

出金 県支出金 地方債 そ

を

の他 一般財源 事業費計

育

（千円）

令和 3年度

３

む

実績 0 0 0 0 522 5

社

22

令和 4年度実績

会

0 0 0 0 536 536

教

活動指標名 参加人数 単

育

位 人

計画 4,900 計

の

画 4,900
令和 3

推

年度 令和 4年度 令和

進

 5年度計画 4,900
実績 5,429 実績 5,273

活動指標名

－

単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

参加人数の目標を上回ることができた。コロナ禍の影響

２

も低下しており、お茶会やかるた大会といった市民参
実　績

加型のイベントも実施でき、多くの方の参加があった。

コロナ禍の影響が低下したタイミングでの開催であったこともあり、多くの参加があった。
理　由

新型コロ

　

ナウイルス感染症対策については、国や県の方針を見ながら検討していく。開催日や周知方法などを
今後の取組

検討し、更に参加者の増加・安定を図る。

生涯
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基本 学習を

所　　

推

属 701000 社会教

進

育課 会　計 1 一般会計

し

科　目 090501 教

、

育費・社会教育費・社

文

会教育総務費

事　業 0

化

60100 放課後子ど

・

も教室推進事業費(共

施 芸

通)

放課後の時間を利

術

用して学習の見守りや

を

軽スポーツ、文化、野

振

外活動、地域の風習や

興

伝統継承活動等を地域

し

住

民との交流を通して

ま

行う。

・多種多様な体

す

験を行う。

事業概要 ・

【

放課後児童クラブとの

方

一体型を推進する。

子

策

針

どもたちが安心安全に

】

放課後を過ごすために

３

、地域全体の見守りを

放

継続し体験プログラム

課

を充実させる。幅

期間

後

目標 広い体験活動や学

子

習の機会を与えること

ど

で子どもたちの持つ可

も

能性を広げ学びや気づ

教

きを醸成する。放課後

３

室

児

童クラブとの一体型

と

を推進する。

国庫支出

学

金 県支出金 地方債 その

校

他 一般財源 事業費計 （

支

千円）

令和 3年度実

援

績 0 1,308 0 0 1

の

,232 2,540

令

充

和 4年度実績 0 1,

実

627 0 0 1,480 3,107

活動指標名

－

単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度

２

令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

市内５ヶ所で実施している。序盤はコロナ禍の影響もあり活動に制限があったが、徐々にコロナ禍の影響も低
実　績

下し、各教室で特色のある活動を実施することができた。

地域住民の参画

　

により子どもたちが放課後に安心安全に過ごす場所を提供し、放課後の時間を学校では学べな
理　由

い地域の教育など有意義な時間として過ごせた。

コーディネーターやサポーターの人材確保、より安心安全な教室の運営、

生

内容の充実に努める。
今後の取組

涯
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基本 学

文化に触れる機会を増やす。一

期間目標 方で、宝くじ文化事業など公演委託料の予算を抑制できる事業についても積極的に申請を行っていく。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0

習

0 0 677 2,491 3,168

令和 4年度実績 0 0 0 612 1,121 1,733

活動指標名 文化会館イベント集客率（自主文化事業） 単位 %

計画 70 計画 80
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 80

実績 34

を

.10 実績 51.70

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

所

市民音楽祭、芸能祭を

推

　

はじめ宮崎国際音楽祭

　

、宝くじ助成事業等の

属

、予定していた事業を

7

実施することができ
実

0

　績
た。一方で入場者

1

は、コロナ前のような

0

集客には至らないもの

0

もあった。

客席を半減

0

し、かつ感染対策を講

社

じてもコロナへの警戒

進

会

で集客が伸び悩んだこ

教

とが挙げられる。
理　

育

由

市民に音楽を通して

課

毎日の暮らしに潤いを

会

与え、明るく元気にす

　

るためにも、様々なジ

計

ャンルの自主文化事業

1

今後の取組
を開催して

一

いく。

般

し

会計

科　目 09050

、

1 教育費・社会教育費

文

・社会教育総務費

事　

化

業 030100 社会教

・

育振興事業費（臨時）

施 芸

(共通)

市民各地の郷

術

土芸能保存会ならびに

を

文化財愛護少年団が伝

振

統を披露する。

事業概

興

要

多くの市民に見ても

し

らうことで郷土芸能の

ま

保存や素晴らしさを周

す

知し、後継者育成及び

【

伝統芸能保存につなげ

方

期間目標 る。

国庫支出

策

針

金 県支出金 地方債 その

】

他 一般財源 事業費計 （

５

千円）

令和 3年度実

市

績 0 0 0 0 0 0

令和 

民

4年度実績 0 0 0 0 0

の

0

活動指標名 単位

計画

心

0 計画 0
令和 3年度

を

令和 4年度 令和 5

豊

年度計画 0
実績 0 実績

か

0

活動指標名 単位

計画

３

に

0 計画 0
令和 3年度

す

令和 4年度 令和 5

る

年度計画 0
実績 0 実績

文

0

活動指標名 単位

計画

化

0 計画 0
令和 3年度

・

令和 4年度 令和 5

芸

年度計画 0
実績 0 実績

術

0

令和４年度郷土芸能

の

フェスティバルは令和

振

２、３年度同様に開催

－

興

を断念せざるを得なかった。
実　績

新型コロナウイルス感染症の蔓延防止の観点による。
理　由

郷土芸能の保存意識高揚を目的としたイベントを開催し、市民等へ広く郷土芸能を定期的に披露し周知を図る
今後の取組

。

２

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科

　

　目 090504 教育費・社会教育費・文化会館費

事　業 010200 文化会館自主事業費(小林)

 自主事業アンケートで要望の多いジャンルを選考基準とし、市民ニーズを把握した上で選定する。R5年1月に

開館30

生

周年を迎えることから、記念公演を行う。R元までに8回実施している市出身者コンサートは、青少年を

育む良い機会となっており、第9回を実施予定である。市民音楽祭・市民芸能祭は、生涯学習の一環として継

事業概要

涯

続する。音楽財団等が実施する公演の開催場所に当館が内定しているものや、申請を行っているものを含め、

市民文化に寄与する事業を行った。

 要望の多い文化事業を実施することで、市民が積極的に参加・鑑賞し、芸術
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基本 学

っている文化財愛護少年団に対して補助を行う。

事業概要 　現在市内各所で伝えられている郷土芸能とその保存と継承を目的に組織された各地区10団体からなる小林市

郷土芸能保存会連合会に対して活動や後継者育成のた

習

めの補助を行う。また、郷土芸能の継承活動において必

要とされる諸道具等の整備についても補助を行う。

　

小林市総合計画に基づき事業を実施すると共に、委託についてはR3から教材・資料の活用法を計画し立案して

期

を

間目標 いく。補助については郷土芸能に対してのさらなる理解と愛着を深めるべく取り組む。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,313 1,31

所

3

令和 4年度実績 0

推

　

0 0 0 1,192 1,

　

192

活動指標名 文化

属

財・観光ＤＭＯでガイ

7

ドを利用した人の数 単

0

位 人

計画 2,700 計

1

画 2,750
令和 3

0

年度 令和 4年度 令和

0

 5年度計画 2,80

0

0
実績 2,228 実績

社

3,456

成果指標名

進

会

郷土芸能保存会団体数

教

単位 団体

計画 11 計画

育

11
令和 3年度 令和

課

 4年度 令和 5年度

会

計画 11
実績 11 実績

　

10

活動指標名 単位

計

計

画 0 計画 0
令和 3年

1

度 令和 4年度 令和 

一

5年度計画 0
実績 0 実

般

績 0

ガイドボランティ

し

会

ア協会にガイド業務等

計

を委託し、市内外の学

科

校や団体に対し案内解

　

説を行った。
実　績

文

目

化財愛護少年団も当初

0

計画の通り後継者育成

9

のための活動ができた

0

。

新型コロナウィルス

5

感染の影響でイベント

0

や児童ガイド、一般ガ

、

1

イドなど中止や企画変

教

更等あったがガイド依

育

理　由
頼件数や案内者

費

総数は前年以上の実績

・

があった。

今後も文化

社

財マップや冊子等を使

会

っての文化財市民ツア

教

ー等を実施し､更に文

育

化財の周知と郷土愛へ

費

の醸成を
今後の取組

図

文

・

っていく。

社会教育総務費

事　

化

業 110100 文化財

・

保存管理事業費(共通

施 芸

)

市内文化財の保護継

術

承及び啓発活動等を行

を

うため、調査、審議、

振

文化財の清掃、草刈等

興

委託及び文化財の理解

し

啓発のため展示会の開

ま

催や文化財等の維持修

す

繕を行う。

文化財の清

【

掃委託、草刈業務委託

方

が主なものである。

事

策

針

業概要  

文化財保護や

】

啓発等の活動を行うこ

６

とにより、市民が文化

郷

財の重要性を理解し、

土

自ら保存意識をもって

の

将来に

期間目標 渡って

誇

継承される環境を構築

る

する。令和2年度から

文

令和6年度も継続して

化

環境整備を図る。

国庫

３

遺

支出金 県支出金 地方債

産

その他 一般財源 事業費

の

計 （千円）

令和 3年

保

度実績 0 377 0 20

護

4,648 5,045

と

令和 4年度実績 0 3

活

26 0 0 4,474 4

用

,800

活動指標名 単

の

位

計画 0 計画 0
令和 

推

3年度 令和 4年度 令

－

進

和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

文化財指定地

２

の環境整備を計画的に実施できた。
実　績

 

文化財指定地の清掃、草刈りを地元団体等と契約し年間を通じ環境整備が図られた。
理　由

本年度も高所作業である大丸太鼓橋本体の草刈清掃を業者に委託して整備を図った。

引

　

き続き郷土愛の醸成を目指し、地元団体等に環境整備を依頼していく。
今後の取組

生

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090501 教育費・社会教育費・社会教育総務費

事　業 130100 文化財振興事業費(共通)

　文化財に対する理解、啓発を図

涯

るため、ガイドボランティア協会にガイド業務等を委託し、市内外の学校や

団体に対し案内解説を行う。またその際に使用する教材や資料等の作成についてもあわせて委託する。

　現在５つの学校で郷土芸能の継承活動を行

205 205

205 事務事業評価書 205



基本 学習を

所

推

　　属 701000 社

進

会教育課 会　計 1 一般

し

会計

科　目 09050

、

7 教育費・社会教育費

文

・遺跡調査費

事　業 0

化

10100 発掘調査事

・

業費(共通)

　文化庁

施 芸

平成10年通知に基づ

術

き、開発事業と埋蔵文

を

化財の取扱いを調整す

振

る上で、遺跡等の内容

興

・価値等を事

前に把握

し

し協議を行うための必

ま

要な資料を得るために

す

試掘確認調査を実施す

【

る。

　近年増加傾向に

方

ある各種開発事業に対

策

針

応し、文化財保護法に

】

基づき開発事業への埋

６

蔵文化財保護を目的と

郷

し

事業概要 た協議等を

土

行う。開発に伴い試掘

の

確認調査を実施し、貴

誇

重な文化財の破壊を未

る

然に防止する。

 

文化

文

財保護法に基づき事業

化

を実施すると共に、地

３

遺

方公共団体の任務とし

産

て事業目的が正確に達

の

成できるように

期間目

保

標 毎年度その専門性や

護

調査体制を維持し、さ

と

らなる強化充実に努め

活

る。

 

国庫支出金 県支

用

出金 地方債 その他 一般

の

財源 事業費計 （千円）

推

令和 3年度実績 0 0

－

進

0 0 401 401

令和 4年度実績 0 0 0 0 339 339

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

２

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

令和４年度は、照会163件、93条進達12件、94条進達11件、試掘確認調査８件、工事立会16件を実施した。

　

実　績
令和３年度から西都原考古博物館に依頼している鉄製品の保存処理については、継続中。

開発者及び地権者への説明を丁寧に行うことで文化財保護への理解を得ることができ、進達や調査をスムーズ
理　由

に実施でき

生

た。

今後も丁寧な説明を行い、文化財保護への周知と理解を深める。また、庁内開発事業について文化財保護法の
今後の取組

遵守の徹底をより一層深めていく。

涯
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基本 学

館利用者数 単位 人

計画 2,700 計画 2,700
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2,700

実績 1,318 実績 1,076

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

習

0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

新型コロナウイルス感染症の影響により研修室の利用者数が目標の約40％にとどまった。
実　績

しかし、市民に対して安心・安全

を

な施設貸し出しは行えた。

適正な施設管理を行い、利用者が快適に

所

使用できる環境整備を

　

図れた。また、施設利

　

用者からの苦情等もな

属

か
理　由

った。

市民が

7

快適に利用できる施設

0

管理を継続して行って

1

いく。
今後の取組

推

000 社会教育課 会　

進

計 1 一般会計

科　目 0

し

60104 商工費・商

、

工費・勤労青少年ホー

文

ム管理費

事　業 010

化

100 勤労青少年ホー

・

ム管理費(共通)

建物

施 芸

の老朽化が進んでいる

術

ため、安全かつ快適に

を

利用できるよう、適切

振

な営繕・修繕を行いな

興

がら維持管理を

行う。

し

また、利用者の満足度

ま

を高めるように接遇等

す

にも配慮して貸館を行

【

う。

事業概要

市民が安

方

心安全に快適に利用で

策

針

きるよう維持管理を行

】

う。

期間目標

国庫支出

７

金 県支出金 地方債 その

社

他 一般財源 事業費計 （

会

千円）

令和 3年度実

教

績 0 0 0 92 26 11

育

8

令和 4年度実績 0

施

0 0 115 0 115

成

設

果指標名 利用件数 単位

の

件

計画 300 計画 30

３

整

0
令和 3年度 令和 

備

4年度 令和 5年度計

と

画 300
実績 278 実

充

績 309

活動指標名 単

実

位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令

－

和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

新型コロナウイルス感染対策を講じて安心かつ安全な施設の貸館ができたため、目標値を達成することができ
実　績

た。

新型コロナウイルス感染対策により、休館をせずに貸館ができたため。

２

理　由

今後も継続して、安全かつ快適に利用していただけるように適切に修繕や感染防止対策の啓発等を行う。
今後の取組

　

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090501 教育費・社会教育費・社会教育総務費

事　業 140100 森永記念館管理事業

生

費(共通)

森永貞一郎記念館の維持管理を行う。

・維持管理に必要な修繕等の実施

・各種保守点検や清掃、警備等を業務委託

事業概要 ・喫茶室エアコンの新規購入(取替）を予定。

 

施設利用者が快適に利用できる環境を提

涯

供するとともに、施設の継続利用が図られるよう維持管理する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0 0 0 0 0

成果指標名 森永貞一郎記念
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基本 学

を充実し、市民が気軽に図書館を利用できる状態にする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 70 42,676 42,746

令和 4年度実績 0 0 0 0 42,931

習

42,931

活動指標名 図書館本貸出延べ利用件数 単位 人

計画 42,000 計画 42,100
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 42,200

実績 26,449 実績 27,923

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 

を

3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単

所

位

計画 0 計画 0
令和 

　

3年度 令和 4年度 令

　

和 5年度計画 0
実績

属

0 実績 0

コロナ禍で中

7

止していた読書感想文

0

・感想画コンクールを

1

実施することができ、

推

0

また移動図書館車の稼

0

働、訪
実　績

問を行う

0

とともに季節ごとの読

社

み聞かせ会を開催し、

会

利用者数の維持に努め

教

た。

新型コロナによる

育

影響もあり、貸出利用

課

者が伸び悩んでいる。

会

理　由

貸出利用者数を

　

増やすため、自主事業

進

計

の拡充、利用者サービ

1

スの向上を図り、利用

一

者数を維持するよう努

般

める
今後の取組

。

会計

科　目 0

し

90502 教育費・社

、

会教育費・公民館費

事

文

　業 010100 公民

化

館管理費(共通)

公立

・

公民館における施設利

施 芸

用者の要望等を最大限

術

尊重し、計画的な施設

を

修繕を行うとともに、

振

使用者が安心し

て利用

興

できる施設管理に取り

し

組む。また、防災拠点

ま

としての役割を果たす

す

。

事業概要

市民が安心

【

安全かつ快適に利用で

方

きるよう、また、災害

策

針

時の避難場所として対

】

応できるよう維持管理

７

運営を行

期間目標 う。

社

国庫支出金 県支出金 地

会

方債 その他 一般財源 事

教

業費計 （千円）

令和 

育

3年度実績 0 0 0 89

施

7 8,531 9,42

設

8

令和 4年度実績 0

の

0 0 1,096 8,1

３

整

52 9,248

活動指

備

標名 単位

計画 0 計画 0

と

令和 3年度 令和 4

充

年度 令和 5年度計画

実

0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0

－

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

公民館の適切な維持管理、感染防止対策により、事故等無く安全に貸館することができたため利用者は増加し
実　績

た。

施設の補修を随時実施し、新型コロナウイ

２

ルス感染防止対策を講じたため休館することなく、安心安全な利用
理　由

ができたため。

安心かつ安全な施設の利用ができるように適切な維持管理、感染症予防対策の啓発等を継続する。
今後の取組

　

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目 090503 教

生

育費・社会教育費・図書館費

事　業 010100 図書館管理事業費(共通)

市立図書館（本館・須木分館・野尻分館）の運営に伴う指定管理委託

 

指定管理者：NPO法人小林図書の森とらいくる

事業概要 管理期間：令和３

涯

年4月1日～令和８年3月31日

 

令和3年度より指定管理委託が更新されるため、図書館管理事業費（臨時）の整理作業委託及び社会教育振興

事業費の読書推進委託料を指定管理業務へ統合。

図書情報や図書にふれる機会
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基本 学

年次計画的に修繕工事を行っているが、R5年度はホワイエを中心とした屋根防水工事を行う。

事業概要

　突発的な重要設備の不具合等に迅速に対応し、利用者へ常に安心・安全な施設を提供していく。また、R5年

期間目

習

標 度についても屋根防水改修工事を行う。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 12,100 2,874 128 15,102

令和 4年度実績 0 0 12,900 1,600 1,2

を

92 15,792

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 

所

4年度 令和 5年度計

　

画 0
実績 0 実績 0

活動

　

指標名 単位

計画 0 計画

属

0
令和 3年度 令和 

7

4年度 令和 5年度計

0

画 0
実績 0 実績 0

活動

1

指標名 単位

計画 0 計画

推

0

0
令和 3年度 令和 

0

4年度 令和 5年度計

0

画 0
実績 0 実績 0

エン

社

トランス部分の屋根防

会

水改修工事を行った。

教

実　績

築30年が経過

育

しており、安心・安全

課

な施設利用をしていた

会

だくために、漏水防止

　

の観点から屋根防水工

進

計

事が必
理　由

要である

1

ため。

令和５年度まで

一

の屋根防水工事を継続

般

しつつ、突発的な重要

会

設備の不具合等に迅速

計

に対応し、利用者には

科

常に
今後の取組

安心・

　

安全な施設を提供して

目

いく。また、改修が必

0

要な重要設備について

し

9

年次的に改修を行う。

0504 教育費・社

、

会教育費・文化会館費

文

事　業 020200 文

化

化会館管理事業費(小

・

林)

 施設を安全に提

施 芸

供するため、各種保守

術

点検を中心に維持・管

を

理を行う。特殊な構造

振

の施設であることから

興

、

光熱水費は高額であ

し

る。このため、電気代

ま

については、デマンド

す

監視装置により使用電

【

力量をチェックしてい

方

る。開館から築30年

策

針

が経過し、施設の老朽

】

化に伴う多様な修繕を

７

行っている。今後も、

社

予防と早期回復を念頭

会

事業概要 に維持管理を

教

行っていく。

 各種保

育

守点検・修繕等を適切

施

に実施し、常に安心・

設

安全な施設として利用

の

者に提供する。

期間目

３

整

標

国庫支出金 県支出金

備

地方債 その他 一般財源

と

事業費計 （千円）

令和

充

 3年度実績 0 0 0 5

実

,317 29,065 34,382

令和 4年度実績 0 0 0 8,061 29,464 37,525

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 

－

3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績

２

0 実績 0

施設を安全に提供するため、各種保守点検を中心に維持・管理を行い、不良箇所については、予算の範囲内で
実　績

都度修繕を行った。

文化会館は、地域の芸術文化の拠点としての重要な役割を担っており、常に安

　

心・安全で快適な施設として利
理　由

用者に提供していくことが求められるため。

長寿命化計画に基づき、常に安心・安全な施設として利用者に提供するため、保守点検・修繕等を適切に実施
今後の取組

していく。

生

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目

涯

090504 教育費・社会教育費・文化会館費

事　業 030200 文化会館管理事業費（臨時）(小林)

　会館重要設備の緊急かつ高額な修繕が発生した場合、本事業予算を充てる。また、会館屋根の漏水対策につ

いては、
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基本 学

 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

施設管理運営を民間団体へ委託し、上町教育集会所では人権研修等の実施、識字学級等の教室を実施した。永
実　績

田町教育集会所では多岐にわたる市民団体等が利用し、生涯学習

習

事業・文化芸術事業を実施した。

それぞれの施設利用状況に合わせた施設管理運営が必要なため人権関係団体等に委託する。
理　由

人権研修等の充実を図り施設利用の促進を図る。老朽化が進んでいるため順次修繕を行い施

を

設利用の向上に努
今後の取組

める。

所　　属 701

推

000 社会教育課 会　

進

計 1 一般会計

科　目 0

し

90504 教育費・社

、

会教育費・文化会館費

文

事　業 040200 文

化

化会館基金積立事業費

・

(小林)

　預け期間1

施 芸

年の定期預金として、

術

利息分の積み立ての管

を

理や有事の際の財源と

振

して基金の運用を図っ

興

ている

。

事業概要

　定

し

期預金として適正に管

ま

理し、利息分を積み立

す

て有事の際に運用を図

【

る。

期間目標

国庫支出

方

金 県支出金 地方債 その

策

針

他 一般財源 事業費計 （

】

千円）

令和 3年度実

７

績 0 0 0 0 0 0

令和 

社

4年度実績 0 0 0 0 0

会

0

活動指標名 単位

計画

教

0 計画 0
令和 3年度

育

令和 4年度 令和 5

施

年度計画 0
実績 0 実績

設

0

活動指標名 単位

計画

の

0 計画 0
令和 3年度

３

整

令和 4年度 令和 5

備

年度計画 0
実績 0 実績

と

0

活動指標名 単位

計画

充

0 計画 0
令和 3年度

実

令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

エントランス部分の屋根改修に伴い、費用の一部を取り崩して充当し、基金の利息分を

－

年度末に積立てた。
実　績

改修工事や高額な修繕が発生した際の財源とするため。
理　由

改修工事や修繕が発生した場合は、基金を取り崩し、その財源とする。利息分については、年度末に積立を行
今後の取組

う。

２

所　　属 701000 社会教育課 会　計 1 一般会計

科　目

　

090505 教育費・社会教育費・集会所運営費

事　業 010200 集会所運営管理費(小林)

教育集会所を活用した人権教育の推進及び生涯学習における人権学習の充実を目指す。

事業概要

地域住民がいつでも人権教育・

生

生涯学習の場として活用できる状態にする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 111 4,750 4,861

令和 4年度実績 0 0 0 110 4,814 4,924

活

涯

動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和
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基本 ー

技団体毎の競技大会、健幸こばやし大運動会、こばやし駅伝競走大会）を市民総参加のス

期間目標 ポーツイベントとして位置付け、参加者の増加を目指します。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令

ツ

和 3年度実績 0 0 0 0 1,884 1,884

令和 4年度実績 0 0 0 0 2,917 2,917

活動指標名 市民

所

スポーツ祭参加人数 単

　

位 人

計画 0 計画 2,2

　

00
令和 3年度 令和

属

 4年度 令和 5年度

7

計画 2,400
実績 8

・

0

77 実績 2,492

活

1

動指標名 単位

計画 0 計

5

画 0
令和 3年度 令和

0

 4年度 令和 5年度

0

計画 0
実績 0 実績 0

活

ス

動指標名 単位

計画 0 計

ポ

画 0
令和 3年度 令和

ー

 4年度 令和 5年度

ツ

計画 0
実績 0 実績 0

運

振

動会を校区対抗から自

体

興

由参加型にリニューア

課

ルし、多くの参加があ

会

り好評であった。また

　

駅伝においても、
実　

計

績
コースの変更を行う

1

など、市民のニーズに

一

対応したイベントを実

般

施することができた。

会

市民ニーズに対応でき

計

るよう、各関係団体と

づ

科

連携しながら各種イベ

　

ントを実施したため。

目

理　由

関係団体と連携

0

しながら、市民スポー

9

ツ祭の内容充実を図り

0

、市民ニーズに応じた

6

健康づくりや体力づく

0

りに
今後の取組

取り組

1

む。

教

く

育費・保健体育費・保

り

健体育総務費

事　業 0

を

10100 スポーツ振

推

興一般管理事業費(共

進

通)

　年間を通じて、

施 し

スポーツの振興を担う

ま

上で重要な業務の遂行

す

。

スポーツ振興課にお

【

ける事務の遂行。

スポ

方

ーツ推進委員の活動や

針

資質向上における研修

】

や定例会等を定期的に

１

行う。

事業概要 各種負

生

担金、スポーツ振興課

涯

に関する各協議会等の

策

ス

出会経費。

スポーツ振

ポ

興課の業務をスムーズ

ー

に行えるよう業務を遂

ツ

行する。

期間目標

国庫

の

支出金 県支出金 地方債

推

その他 一般財源 事業費

進

計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 7 8,319 8,326

令和 4年度実績 0 0 0 0 9

３

,326 9,326

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計

－

画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

新型コロナウイルス感染防止対策をとりながら、市民ニーズに合わせ日程調整等を行い、スポーツ推進委員の
実　績

派遣を行った。

スポーツ推進委員の研修な

３

ども行い、連携しながら市民のニーズに応えることが出来たため。
理　由

スポーツ推進委員と連携し、市民のニーズに対応できるよう日程調整や研修等を行う。
今後の取組

　

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090602 教育費・保健体育費・社

ス

会体育費

事　業 030100 市民スポーツ祭事業費(共通)

　市民参加型のスポーツイベントを実施し生涯スポーツの普及、健康づくりはもちろんのこと、スポーツを通

して市民の親睦や交流を深める。

健幸こばやし大運動

ポ

会・こばやし駅伝競走大会など市民スポーツ祭を市民総参加型のスポーツイベントとして

事業概要 位置づけ、実施する。また、市民スポーツ推進月間を設定し、スポーツに親しむ取組を強力に推進する。

市民スポーツ祭（競
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基本 ー

続して実施する。

ツ

所　　属 7015

・

00 スポーツ振興課 会

体

　計 1 一般会計

科　目

づ

090602 教育費・

く

保健体育費・社会体育

り

費

事　業 010100

を

スポーツ推進事業費(

推

共通)

幼少期からスポ

進

ーツに慣れ親しむ機会

施 し

を創出し、スポーツの

ま

楽しさを感じ、スポー

す

ツの選択の幅を広げる

【

こと

で競技人口の増加

方

及び裾野の拡大を図る

針

。また、各競技団体に

】

よる中学校部活動との

２

連携や、小中高連携に

競

よ

る指導体制の充実を

技

図るとともに、全国・

策

力

九州大会に出場する団

の

体や個人に対し、支援

向

を行うことで更なる競

上

事業概要 技力の向上に取り組む。また、ガッツイ運動教室や出前講座などの講師への報酬や体力テスト開催など市民の

健康・体力維持の取組も行う。

 

行政

３

、市民、スポーツ団体、地域団体等との連携を図りながら計画を推進する。また、幼少期のころから身体

期間目標 を動かす楽しさやスポーツの楽しさを十分に感じることができる取組を推進し、スポーツ少年団の団員確保及

－

び活動が充実された状態を目指す。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 1,000 10,262 11,262

令和 4年度実績 0 0 0 900 16,247 17,147

活動指

３

標名 スポーツ少年団加入率 単位 ％

計画 26.60 計画 27.70
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 28.60

実績 27.10 実績 25.85

活動指標名 全国・九州大会出場数 単位 個人・団体

計画 33 計画 35
令和

　

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 37
実績 29 実績 47

活動指標名 運動実施率 単位 ％

計画 47 計画 49
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 52

実績 44.56 実績 42.90

スポーツ少年団加入率は、計画よ

ス

り実績が低くなった。新型コロナの規制緩和等もあり、開催される全国・九
実　績

州大会も増えたことで、出場数は前年度より増となった。

児童生徒数の減少や新型コロナの影響により、解散・休止したスポーツ少年団があ

ポ

ったため。
理　由

 

大会出場の補助などの側面的支援をすることにより生涯スポーツの推進はもとより、ガッツイ運動教室やキッ
今後の取組

ズチャレンジオリンピックの実施など子どもから大人まで参加できるイベントを継
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基本 ー

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090602 教育費・保健体育費・社会体育費

事　業 050100 社会体育施設管理事業費(共通)

　市内の社会

ツ

体育施設の維持管理運営をおこなう。

対象施設：市民体育館、地区体育館（11箇所）、緑ヶ丘集会所、小林弓道場、野尻弓道場、運動広場（8箇所

）

事業概要

施設の長寿命化。

所

使用料の適正化。

期間

　

目標

国庫支出金 県支出

・

　

金 地方債 その他 一般財

属

源 事業費計 （千円）

令

2

和 3年度実績 0 0 0

5

5,024 18,46

0

8 23,492

令和 

5

4年度実績 0 0 0 5,

0

575 19,130 2

0

4,705

活動指標名

建

単位

計画 0 計画 0
令和

設

 3年度 令和 4年度

体

課

令和 5年度計画 0
実

会

績 0 実績 0

活動指標名

　

単位

計画 0 計画 0
令和

計

 3年度 令和 4年度

1

令和 5年度計画 0
実

一

績 0 実績 0

活動指標名

般

単位

計画 0 計画 0
令和

会

 3年度 令和 4年度

計

令和 5年度計画 0
実

科

績 0 実績 0

定期的に草

づ

　

刈り・清掃を行ったり

目

、必要に応じて修繕等

0

も行い、利用者が安心

7

して利用できるよう施

0

設管理を
実　績

行った

4

。

市民に安心・安全に

0

社会体育施設を利用し

5

てもらえるよう、適切

土

に施設管理を行ったた

木

め。
理　由

定期的な施

く

費

設管理の他、修繕等の

・

要望にも迅速に応える

都

。
今後の取組

市計画費・公園

り

費

事　業 060100

を

健幸のまちづくり拠点

推

施設整備事業費(共通

進

)

施設整備の必要性な

施 し

どを様々な角度から検

ま

討し、令和３年度に、

す

小林総合運動公園内に

【

体育館機能・健康づく

方

り機能・子育て支援機

針

能・避難所機能を備え

】

た複合型の総合体育施

３

設の整備を計画し、令

ス

和４年度中に基本設

計

ポ

を策定する事としてい

策

ー

る。

事業概要 　令和５

ツ

年度には、基本設計を

環

基に実施設計と施工を

境

一括発注する手法（D

の

B方式）にて契約し、

整

令和７年度に

工事完成

備

を目指す。

国民スポー

と

ツ大会プレ大会が開催

充

される令和８年までに

実

、市民の健康増進に寄

３

与するとともに国民スポーツ大

期間目標 会の開催に対応できる複合型の総合体育施設を整備し供用開始する。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0

－

0 41,550 4,560 46,110

活動指標名 基本設計完成に向けたワーキンググループ会議の実施回数 単位 回

計画 0 計画 6
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 10

活動指標名 事業推進のための議

３

会への説明（全員協議会）実施回数 単位 回

計画 0 計画 4
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 9

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

基本計画の事業ス

　

ケジュールに合わせて、基本設計業者の選定及び基本設計完成に向けた協議を実施した。ま
実　績

た、事業費の予算化に向け議会への説明（全員協議会）を実施した。

基本設計の完成には、関係課の意見や新施設での事業関

ス

係者の意見が重要であったことから綿密な協議が必要
理　由

であった。また、事業費の予算化には、議会の理解を得る必要があったため。

基本計画のスケジュールに沿った事業進捗を図るために、関係課や関係団体及び議会

ポ

からの意見を反映させた
今後の取組

整備水準書を整理し、ＤＢ方式による事業者の選定を行う。
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基本 ー

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実

ツ

績 0 実績 0

定期的に芝管理や草刈、清掃等を行う他、必要な修繕の実施など都市公園スポーツ施設の維持管理を行った。
実　績

適切に施設を管理することで、利用者に安心・安全

所

に利用してもらうため

　

。
理　由

利用状況を考

・

　

慮し利用者が安心して

属

利用できる施設管理を

7

行う。
今後の取組

01500 スポ

体

ーツ振興課 会　計 1 一

づ

般会計

科　目 0906

く

02 教育費・保健体育

り

費・社会体育費

事　業

を

060100 社会体育

推

施設管理事業費（臨時

進

）(共通)

紙屋地区体

施 し

育館は施設尾老朽化に

ま

加え、台風14号の影

す

響により軒天の落下や

【

雨水の流入など施設管

方

理に大きな

影響が出て

針

いる。また、緑ヶ丘集

】

会所の床面にはささく

３

れ等により怪我の恐れ

ス

があるため早急な修繕

ポ

が必要と

なっている。

策

ー

事業概要

施設の長寿命

ツ

化

期間目標

国庫支出金

環

県支出金 地方債 その他

境

一般財源 事業費計 （千

の

円）

令和 3年度実績

整

0 0 0 0 0 0

令和 4

備

年度実績 0 0 0 0 3,

と

832 3,832

活動

充

指標名 単位

計画 0 計画

実

0
令和 3年度 令和 

３

4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

紙屋

－

地区体育館の軒天の改修及び緑ヶ丘集会所の床改修工事などを行い、利用者が安心・安全に使用できる施
実　績

設環境を整えた。

利用者が安心・安全に利用できるよう、適切に施設の改修を行ったため。
理　由

施設の老朽化

３

が進んでいるため、利用者が安心安全に利用できる施設環境の整備を行う。
今後の取組

　

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090602 教育費・保健体育費・社会体育費

事　業 080100 都市公園スポーツ施設管理事業費(共通)

　都市公園内

ス

スポーツ施設の管理運営。

対象施設

　緑ヶ丘市営野球場、緑ヶ丘市営テニスコート、

事業概要 　小林総合運動公園市営（陸上競技場、野球場、テニスコート、市営プール、各広場）

施設の長寿命化。使用料の適正化。

期間目

ポ

標  

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 3,540 53,238 56,778

令和 4年度実績 0 0 0 4,068 52,342 56,410

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和
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基本 ーツ

所　

・

　属 701500 スポ

体

ーツ振興課 会　計 1 一

づ

般会計

科　目 0906

く

02 教育費・保健体育

り

費・社会体育費

事　業

を

100100 都市公園

推

スポーツ施設管理事業

進

費（臨時）(共通)

施

施 し

設の老朽化により施設

ま

を安全に運営するため

す

採暖室及び屋内プール

【

の修繕が必要である。

方

また、台風の影響

によ

針

り野球場及び陸上競技

】

場の一部に破損が見ら

３

れるため修繕が必要で

ス

ある。

事業概要

施設の

ポ

長寿命化

期間目標

国庫

策

ー

支出金 県支出金 地方債

ツ

その他 一般財源 事業費

環

計 （千円）

令和 3年

境

度実績 0 0 0 0 0 0

令

の

和 4年度実績 0 0 0

整

0 1,592 1,59

備

2

活動指標名 単位

計画

と

0 計画 0
令和 3年度

充

令和 4年度 令和 5

実

年度計画 0
実績 0 実績

３

0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

市営プールの採暖室及び屋内プールの修繕

－

と陸上競技場の砂塵防塵カバー等の更新を行い、利用者が安心・安
実　績

全に利用できる施設環境を整えた。

施設が老朽化する中、必要な修繕を行うことで利用者に安心・安全に利用してもらうため。
理　由

施設の老朽化が

３

進んでいるため、利用者が安心安全に利用できる施設環境の整備を行う。
今後の取組

　スポ
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基本 ー

）の更新（小林学校給食センター・野尻学校給食センター

）を行う。

事業概要 　

・各学校で子ども達に安全に給食を提供できるようにする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度

ツ

実績 0 0 0 0 557 557

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,034 1,034

活動指標名 単

所

位

計画 0 計画 0
令和 

　

3年度 令和 4年度 令

　

和 5年度計画 0
実績

属

0 実績 0

活動指標名 単

7

位

計画 0 計画 0
令和 

0

3年度 令和 4年度 令

・

1

和 5年度計画 0
実績

5

0 実績 0

活動指標名 単

0

位

計画 0 計画 0
令和 

0

3年度 令和 4年度 令

ス

和 5年度計画 0
実績

ポ

0 実績 0

受配校（東方

ー

小・栗須小・紙屋中）

ツ

の配膳台を購入した。

振

また、災害対応用の備

興

蓄として、小林学校給

体

課

食セン
実　績

ターと野

会

尻学校給食センターの

　

救給カレーを購入した

計

。

安全な給食を提供す

1

るため。
理　由

安全な

一

給食を提供するために

般

、修繕等を迅速に対応

会

する。
今後の取組

計

科

づ

　目 090603 教育

く

費・保健体育費・学校

り

給食費

事　業 0101

を

00 学校給食センター

推

管理事業費(共通)

　

進

市内の学校給食会への

施 し

運営費補助の中で、学

ま

校給食にかかる事務職

す

員を学校給食会で雇い

【

、材料の発注・検

品・

方

学校への請求・業者へ

針

の支払などを行う。ま

】

た、地産地消推進員を

４

給食会で雇い地産地消

食

率の向上に向け

、給食

育

会や納品業者等と連携

策

の

をを図る。

事業概要 　

推

給食の受配校において

進

生じる消耗品購入や修

と

繕などを行う。

　学校

充

給食費の公会計を検討

実

・協議等を行う。

　 

　学校給食の円滑な運営・提供を行う。

期間目標 　市内３つの学校給食センターの地産地

３

消率の平均を37.0％にする。

　教職員の事務負担を軽減する。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 8,860 8,860

令和 4年度実績 0 0 0 0 9,084 9,08

－

4

活動指標名 学校給食における地産地消率 単位 ％

計画 35 計画 37
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 38

実績 59.80 実績 57.74

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

３

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

令和4年度の学校給食における地産地消率は計画を上回る57.74%であった。
実　績

地産地消推進員の活動や県等の

　

学校給食用の食材提供を活用したため。
理　由

学校給食における郷土料理の提供や地産地消の推進を図り、学校給食を通して郷土愛を深める取り組みを引き
今後の取組

続き行う。

ス

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090603 教育費・保健体育

ポ

費・学校給食費

事　業 020100 学校給食管理事業費（臨時）(共通)

　学校給食の受配校の備品購入や修繕を行い安全で安心できる学校給食を提供することを目指す。

　災害等を想定し備蓄している非常食（救給カレー
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基本 ー

林学校給食

事業概要 会が実施する。また、施設等の経年劣化が年々進んでおり、安全な学校給食提供のために施設修繕や器具修繕

等の優先順位を緊急性・重要性等を総合的に考慮し計画的に且つ迅速に実施していく。

 

 

　

ツ

市内各中学校（6校）及び小林こすもす支援学校（小学部高学年・中等部・高等部）に対

所

し、食物アレルギ

期間

　

目標 ーへの対応、ノロ

　

ウィルスなどの食中毒

属

の予防、異物混入等の

7

ない安心･安全な給食

0

を提供する。

そのため

・

1

には、経年劣化の進む

5

施設内の修繕等を実施

0

していく。

国庫支出金

0

県支出金 地方債 その他

ス

一般財源 事業費計 （千

ポ

円）

令和 3年度実績

ー

0 8,308 0 0 65

ツ

,765 74,073

振

令和 4年度実績 0 8

興

,482 0 0 68,7

体

課

06 77,188

活動

会

指標名 単位

計画 0 計画

　

0
令和 3年度 令和 

計

4年度 令和 5年度計

1

画 0
実績 0 実績 0

活動

一

指標名 単位

計画 0 計画

般

0
令和 3年度 令和 

会

4年度 令和 5年度計

計

画 0
実績 0 実績 0

活動

科

指標名 単位

計画 0 計画

づ

　

0
令和 3年度 令和 

目

4年度 令和 5年度計

0

画 0
実績 0 実績 0

市内

9

各中学校及び小林こす

0

もす支援学校（小学部

6

の高学年・中等部・高

0

等部）に対し安心･安

3

全な給食を提供
実　績

教

することができた。

食

育

材納入業者の食材に異

く

費

物の混入及び新鮮であ

・

るかを納入の段階で調

保

理員による目視及び触

健

手、匂いによる確
理　

体

由
認を行い、給食に出

育

せない食材を外して調

費

理工程に入るなど、安

・

全確認を怠らなかった

学

ため。

安心・安全な給

校

食を提供するため、日

り

給

々の検収や衛生面につ

食

いても管理していく。

費

今後の取組

事　業 0301

を

00 食育実践推進事業

推

費(共通)

・農業体験

進

を行うことで、実際に

施 し

農業に触れ、調理を行

ま

うことで、学校では学

す

ぶことのできない内容

【

を学ぶ。

また、市内の

方

小中学校で食育の講演

針

会等を実施し、食育を

】

推進するために必要な

４

備品や消耗品、図書の

食

購入を

行う。

事業概要

育

　

・食に対する実践力

策

の

と正しい知識・望まし

推

い食習慣を身に付けさ

進

せ、健全な食生活が送

と

れる子ども達を増やす

充

期間目標 。

国庫支出金

実

県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 392 0 0 498 890

令和 4年度実績

３

0 433 0 0 523 956

活動指標名 農業体験実施学校数 単位 人

計画 3 計画 4
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 5

実績 3 実績 4

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実

－

績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

コロナ禍ではあったが、農業体験については、計画通り4校で実施できた。
実　績

農業体験を通して、食育推進に対する各学校の

３

理解が深まり、コロナ禍ではあったが、学校や受入農家が感染
理　由

対策を工夫するなどして、実施できたため。

農業体験や調理体験等を通して、郷土愛や食に対する理解を深める取り組みを継続して実施する。
今後の取組

　

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一

ス

般会計

科　目 090603 教育費・保健体育費・学校給食費

事　業 040200 小林学校給食センター管理事業費(小林)

　市内中学校６校及び県立小林こすもす支援学校（小学部高学年・中等部・高等部）へ学校給食を提

ポ

供するた

めの管理運営に関する事業。令和4年度は１日当たり1,090食を提供している。調理・配送は民間業者へ委託し

、管理部門は直営。食材等の発注・納品時の検品・支払、学を校への給食費の請求・収納等は、小
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基本 ー

学校、2中学校、１幼稚園へ1日約600食を提供。調理は直営とし、配送部分のみ委託。

　食材等の発注、支払、学校への給食費の請求・収納等は野尻学校給食会が実施する。

事業概要

　安心安全な給食を提供するため、

ツ

衛生管理を徹底する。　

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千

所

円）

令和 3年度実績

　

0 0 0 0 38,513

　

38,513

令和 4

属

年度実績 0 0 0 0 39

7

,627 39,627

0

成果指標名 単位

計画 0

・

1

計画 0
令和 3年度 令

5

和 4年度 令和 5年

0

度計画 0
実績 0 実績 0

0

活動指標名 単位

計画 0

ス

計画 0
令和 3年度 令

ポ

和 4年度 令和 5年

ー

度計画 0
実績 0 実績 0

ツ

活動指標名 単位

計画 0

振

計画 0
令和 3年度 令

興

和 4年度 令和 5年

体

課

度計画 0
実績 0 実績 0

会

安心安全な学校給食が

　

提供できた。コロナ感

計

染症による休校や台風

1

による停電時も迅速に

一

対応できた。
実　績

学

般

校給食に携わる職員間

会

で連携し、食材の納品

計

時の検品等衛生管理等

科

を徹底した。
理　由

衛

づ

　

生管理等を徹底し、安

目

心安全な給食を提供す

0

る。
今後の取組

90603 教育

く

費・保健体育費・学校

り

給食費

事　業 0502

を

00 小林学校給食セン

推

ター管理事業費（臨時

進

）(小林)

　経年劣化

施 し

による学校給食の運営

ま

に関する修繕や備品等

す

の購入に関する事業。

【

ファン室送風機修繕や

方

調理室及び洗浄室の調

針

理器具及び消毒保管庫

】

修繕を行う。

 

事業概

４

要 R6：ボイラー設備

食

更新　13,500千

育

円　

R7：連続フライ

策

の

ヤー一式更新：10,

推

560千円・調理室等

進

天井改修工事：7,7

と

00千円

R8：連続炊

充

飯システム一式更新　

実

18,260千円

R9：棚昇降式消毒保管庫（前期）18,000千円　　　

　市内各中学校（6校）及び県立

３

小林こすもす支援学校（小学部高学年・中等部・高等部）に対し安心･安全な

期間目標 給食を提供するため、施設・機械器具等の更新、修繕における維持管理等の充実を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業

－

費計 （千円）

令和 3年度実績 319 0 0 0 3,943 4,262

令和 4年度実績 0 0 0 0 4,388 4,388

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計

３

画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

ガス配管設備の更新・前処理室水道設備の改修等を実施した。

　

また、食器カゴ・しゃもじ等の更新を実施した
実　績

。別途、台風災害により被災した調理室天井の修繕及びファン室モーターの修繕も行った。

迅速かつ衛生面等に対応するための維持管理を行うため。
理　由

安心・安全な

ス

給食が提供できるよう今後も施設や厨房機器類等の維持管理を行う。
今後の取組

ポ

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090603 教育費・保健体育費・学校給食費

事　業 060400 野尻学校給食センター管理事業費(野尻)

　野尻町管内の3小
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基本 ー

庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 1,914 0 57 89,214 91,185

令和 4年度実績 0 1,893 0 0 92,553 94,446

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3

ツ

年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3

所

年度 令和 4年度 令和

　

 5年度計画 0
実績 0

　

実績 0

活動指標名 単位

属

計画 0 計画 0
令和 3

7

年度 令和 4年度 令和

0

 5年度計画 0
実績 0

・

1

実績 0

学校へ安心安全

5

な給食を安定して提供

0

できた。新型コロナウ

0

イルスに伴う休校や学

ス

級閉鎖等にも的確に対

ポ

応で
実　績

きた。

学校

ー

給食に携わる職員間で

ツ

連携し、食材の納品時

振

の検品等衛生管理を徹

興

底した。
理　由

衛生管

体

課

理を徹底し、安全で安

会

心できる給食を提供す

　

る。
今後の取組

計 1 一般会計

科

づ

　目 090603 教育

く

費・保健体育費・学校

り

給食費

事　業 0704

を

00 野尻学校給食セン

推

ター管理事業費（臨時

進

）(野尻)

　経年劣化

施 し

により機械器具や備品

ま

等の故障、更新等が必

す

要な状況となっている

【

。

実績）

R4…給水ポ

方

ンプ取替修繕1,34

針

8千円

事業概要 計画）

】

R5…システム食器ト

４

レー洗浄機修繕1,4

食

42千円　冷凍庫1台

育

770千円　電磁調理

策

の

器1台1,167千円

推

ほか

R6…電気立体炊

進

飯器更新2台2,90

と

0千円

R7…フードス

充

ライサー更新1台2,

実

500千円

　安心安全な給食の提供。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和

３

 3年度実績 12,999 0 25,600 0 4,325 42,924

令和 4年度実績 0 0 2,000 1,089 754 3,843

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活

－

動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

飯碗・深皿、停電対応のため紙皿の購入や、給

３

水ポンプ取替修繕を実施した。
実　績

 

安定的な給食を提供するため。
理　由

施設や機械器具などの故障などに迅速に対応し、安心・安全な給食を提供する。
今後の取組

　

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090603 教育費・保健体育費・学校

ス

給食費

事　業 080100 小林東方学校給食センター管理事業費(共通)

　小林地区内小学校8校、須木地区内小学校1校中学校1校、県立支援学校小学部1校計11校、児童生徒数約2,36

0名に給食を供給する。

　児

ポ

童生徒に安全で安心できる給食を提供するために、衛生管理等を徹底する。5年以上が経過しているので

事業概要 、備品の更新や修繕等が生じてくる。

　安心安全な学校給食の提供するための徹底した衛生管理。

期間目標

国
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基本 ー

3年度実績 0 0 0 68,202 0 68,202

令和 4年度実績 0 0 0 66,356 0 66,356

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和

ツ

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和

所

 3年度 令和 4年度

　

令和 5年度計画 0
実

　

績 0 実績 0

市内の小・

属

中学生の学校給食費の

7

半額を補助した。
実　

0

績

未来まち創生基金を

・

1

活用し、保護者の負担

5

軽減を図ったため。
理

0

　由

ふるさと納税を財

0

源としていることを周

ス

知するとともに、保護

ポ

者に対し、本事業につ

ー

いてのアンケート調査

ツ

を
今後の取組

行う。

振興

体

課 会　計 1 一般会計

科

づ

　目 090603 教育

く

費・保健体育費・学校

り

給食費

事　業 1001

を

00 小林東方学校給食

推

センター管理事業費（

進

臨時）(共通)

　小林

施 し

地区内小学校8校、須

ま

木地区内小学部1校中

す

学校1校、小林こすも

【

す支援学校小学部1校

方

計11校、児童生徒

約

針

2,360名に給食を

】

供給する。

　消耗の激

４

しい食缶等を更新する

食

ことで衛生面に配慮し

育

、児童生徒に安心・安

策

の

全な給食が提供できる

推

。

事業概要 R4…角型

進

二重食缶、プラスケッ

と

ト購入

R5…給食用容

充

器（ボール）更新

R6

実

…自動反転ほぐし機・炊飯釜のテフロン再加工、角型二重食缶、蓄冷材、プラスケット購入、コンテナ購入

 

　

３

安心安全な学校給食を提供するための徹底した衛生管理。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,928 3,928

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,796 1,79

－

6

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度

３

令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

劣化の激しい食器等を更新、また作業効率化のために備品を購入し、安全な給食を提供できた。
実　績

 

安定的な給食を提供するため。
理　由

施設や機械器具などの故障などに

　

迅速に対応し、安心・安全な給食を提供する。
今後の取組

ス

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090603 教育費・保健体育費・学校給食費

事　業 110100 てなんど小林学校給食応援事業費(共通)

　学校給食の半額を助成し、保護者の負担

ポ

軽減を図る。また、給食費の半額がふるさと納税により助成されて

いることを児童生徒及び保護者に対し周知する。

 

事業概要

　保護者の負担軽減

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 
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基本 ー

績 0

学校給食費の値上げを行わずに、これまで通りの量や栄養バランスを保った給食を提供することができた。
実　績

本事業の実施や県・事業者等から給食用食材の提供をうけることができたため。
理　由

令和5年度につい

ツ

ても引き続き、本事業を実施する。
今後の取組

所　　属 70

・

1500 スポーツ振興

体

課 会　計 1 一般会計

科

づ

　目 090603 教育

く

費・保健体育費・学校

り

給食費

事　業 1301

を

00 県産農畜水産物学

推

校給食提供推進事業費

進

(共通)

県産牛肉（一

施 し

人当たり年間上限２０

ま

０ｇ）を学校給食で無

す

償提供する。

事業概要

【

県産牛の消費拡大及び

方

地産地消の推進。

期間

針

目標

国庫支出金 県支出

】

金 地方債 その他 一般財

４

源 事業費計 （千円）

令

食

和 3年度実績 0 0 0

育

0 0 0

令和 4年度実

策

の

績 0 4,862 0 0 0

推

4,862

活動指標名

進

単位

計画 0 計画 0
令和

と

 3年度 令和 4年度

充

令和 5年度計画 0
実

実

績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名

３

単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

各学校給食センターにおいて、県産牛肉を使用した献立を年２～４回実施できた。
実　績

各学校給食センターにおいて、県産牛肉を使った献立を

－

工夫し提供できたため。
理　由

県の事業であるため、次年度以降の動向を見ながら、学校給食に対する支援事業については積極的に活用して
今後の取組

いく。

３

所　　属 701500 スポーツ振興課 会　計 1 一般会計

科　目 090603 教育費・保健体育費・学校給食費

事　

　

業 140100 学校給食物価高騰対策事業費(共通)

　学校給食において、食材調達を行っている小林、東方、野尻の各学校給食会へ食材費の高騰分を補助する。

事業概要

　学校給食費の値上げを行わずに、これまで通り安

ス

心・安全な学校給食を提供する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 7,736 0 0 0 0 7,736

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年

ポ

度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実
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